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第１章 周辺地形と調査経過

第１節 遺跡の位置と周辺地形

朴�Ｃ遺跡は，浜通り地方中央部の双葉郡内に所在する。行政区分では，双葉郡浪江町大字室原

字朴�に所在し，北緯３７°２９′３９″，東経１４０°５６′４６″に位置する。朴�Ｃ遺跡は，海岸線から約９�

付近に位置し，ＪＲ浪江駅から西に約４�，県道いわき・浪江線から東へ１�の地点に位置する。

浪江町の西半部は，阿武隈山地東縁部の山地で占められる。阿武隈山地の東縁部，太平洋から西へ

約７�の地点には，標高１００ｍの等高線に沿うように双葉断層が南北に縦走し，山地と河岸段丘地

帯の境界をなしている。

朴�Ｃ遺跡は，仙台層群とされる丘陵斜面を中心に位置し，遺跡の標高は約７４～８０ｍである。朴

�Ｃ遺跡の北約４００ｍの同一丘陵上には平成１８年に発掘調査を実施した朴�Ｂ遺跡が位置している。

朴�Ｃ遺跡の西端から北西に約１００ｍの地点（図１左上の黒丸印）から流出滓を採集している。

このことから，周辺の丘陵南斜および頂部には製鉄関連の遺跡が存在する可能性が高い。

図１ 朴�Ｃ遺跡調査区位置図
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第２節 調 査 経 過

朴�Ｃ遺跡は，平成８年度に実施された，常磐自動車道の建設予定地を対象とした表面調査によ

り確認され，その広がりは丘陵平坦面を中心に７０，６００�の範囲が製鉄関連遺跡の可能性が予測され

た（図１参照。福島県教育委員会１９９７）。平成１５年８月には，常磐自動車道建設地内の一部１８，７００�

を対象に試掘調査が実施され，西向き斜面を中心として１，７００�が保存を要する面積であると共に，

遺跡範囲とされた（福島県教育委員会２００４）。朴�Ｃ遺跡の要保存範囲は，今回の調査区よりもさら

に東へ延びている。以下に，調査の概要を記す。

７月２７日には，調査員１名が現地に赴き，調査範囲の確認と調査区までの進入路造成を開始し，

併せて周辺住民への挨拶を実施した。７月３１日から要保存範囲１，７００�を対象に，重機による表土

剥ぎに着手した。丘陵の頂部から谷部に向かって，表土剥ぎを実施したところ，予想以上に斜面の

傾斜が急であったため，丘陵頂部から斜面中程で表土剥ぎを一時中断し，丘陵頂部から斜面上位に

ついて遺構の検出作業を先行させるように作業工程を変更した。８月１０日からは，調査員１名と作

業員２２名を沢東Ｂ遺跡から移動させ，調査員２名で本格的な調査に着手した。調査当初，晴天が続

いたことから，表土剥ぎの終了した範囲の土は，乾燥し硬く締まってしまい，調査区内に予め汲み

置きしていた水を随時撒きながら，遺構・遺物の検出を実施することとなった。検出作業を実施し

たところ，調査区南側の丘陵頂部からは少量の弥生土器片を確認しただけで，遺構を確認すること

はできなかった。丘陵頂部および斜面上部について検出作業が進捗したことから，９月４日からは

残りの表土剥ぎを再開した。１０月上旬には西向き斜面中位の１８０�ほどの範囲から４基の木炭窯跡

（１～４号木炭窯跡）を確認し，このうち３号木炭窯跡が調査区の外へと延びることが明らかとなっ

た。この時点で，遺跡の主体となる時代が平安時代であることが分かった。調査の進捗に伴い，木

炭窯跡や土坑は作られているものの，周辺に竪穴住居跡が無いことが次第に分かってきた。１１月中

旬には合計６基の木炭窯跡が上下または水平方向に造り替えられている状況が分かった。１２月上旬

には再度検出作業を実施し，掘り残しが無いことを確認し，１２月２１日には平成１８年度の発掘調査を

すべて終了した。１２月２２日には，福島県教育委員会・財団法人福島県文化振興事業団と東日本高速

道路株式会社東北支社いわき工事事務所による現地の終了確認を実施した。１２月２５日からは重複し

た６基の木炭窯跡の周辺について埋め戻しを行った後，現地を引き渡した。

平成１８年度の朴�Ｃ遺跡の発掘調査で検出した遺構は，木炭窯跡７基，土坑６基，溝跡４条，遺

物包含層約２００�で，発掘調査に要した日数は延べ８８日である。

第３節 調 査 の 方 法

平成１８年度に調査を実施した朴�Ｃ遺跡では，以下に基づいて行った。

第３編 朴�Ｃ遺跡
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朴�Ｃ遺跡でのグリッド設定については，世界測地系公共座標に一致させ，一辺１０ｍ方眼を単位

とした。グリッドの座標値は，図２中に示した。個別のグリッドは，東西方向に西から東へアル

ファベットでＡ・Ｂ…，南北方向に北から南へ算用数字で１・２…とし，両者を組み合わせて，Ｄ

５グリッド，Ｅ６グリッドなどと呼称している。

基準線の設定については，遺構の平面図を作成するに際しては，各グリッドを１ｍの方眼に分割

し，これを基準線とした。基準線の座標上の位置については，各グリッドの北西端部を原点（Ｅ０，

Ｓ０）とし，ここから東へ１ｍ行くごとにＥ１～９，南へ１ｍ行くごとにＳ１～９として表した。

これにそれぞれのグリッド番号を組み合わせて，調査区域内全ての基準線の座標位置を表示した。

例えば，Ｇ５－Ｅ２・Ｓ９とは，Ｇ５グリッドの北西端の杭から，東に２ｍ，南に９ｍ離れた場所

を示している。

発掘作業については，重機を用いて表土除去した後，人手により包含層を除去し，遺構・遺物の

検出作業を行った。遺構の掘り込み作業については，各遺構の形状・大きさ，重複関係に留意し

て，適宜土層観察用の帯を残し，土の堆積状況，遺物の出土状態等に留意しながら掘り進めた。朴

�Ｃ遺跡で確認した木炭窯跡の掘り込み作業については，安全確保や遺構認識のため，窯跡の周辺

を含んだ広い範囲を階段状に掘り下げることで，土砂崩れ事故の防止に努めた。

遺構内から出土した遺物の取り上げに際しては，上記の区画ごとに，層位を確認した上で取り上

げた。遺構外の遺物については，１０ｍグリッドを４分割した一辺５ｍの方眼ごとに取り上げた。こ

の４分割した方眼は，北西から時計回りに「１～４」と番号を付し，例えば，Ｄ８グリッドの４番

目のマスから出土した場合，「Ｄ８－４」と表示し，併せて遺物の出土層位も付した。

遺構内堆積層の層位を付す際は，原則的にアラビア数字を用いて�１・�２と表した。木炭窯跡

の堆積土については，報告遺構内の堆積土との区別を明確にするために，天井崩落によるくぼみに

流入した土や，報告遺構以外の堆積土に限ってアルファベットの小文字を用い�ａ・�ｂと表した。

調査の記録については，実測図と写真で作成した。遺構図の縮尺は，木炭窯跡は１／２０，土坑は

１／１０，溝跡１／１００，遺構配置図は１／２００で作成した。木炭窯跡の底面が複数確認できた場合は，

底面の数を新しい底面から昇順にアルファベットの大文字を用いＡ面，Ｂ面と表した。

発掘調査で得られた出土遺物と記録類一式とともに，報告書作成完了後，遺跡ごとに台帳を作成

し，福島県文化財センター白河館（まほろん）に収蔵する予定である。ただし，出土遺物の中で主体

を占める製鉄炉跡の炉壁については，水洗い・接合・計量を行なった後，羽口が装着されたもの，

あるいは比較的大きな資料を選択，保管した。

「土層の観察」，「写真撮影」，「基本土層の層位名の付け方」，「土層の観察」，「写真撮影」につい

ては，第１編第３節で前述したとおり実施した。 （阿 部）

第３節 調査の方法
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図２ 遺構配置図
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第２章 遺 構 と 遺 物

第１節 遺構の分布と基本土層

遺構の分布（図２，写真１）

朴�Ｃ遺跡において検出された遺構は，木炭窯跡７基，土坑６基，溝跡４条である。このうち地

下式木炭窯跡は平安時代，概ね９世紀後半と考えている。調査区の南北２箇所には，包含量の少な

い弥生時代の遺物包含層が形成されている。

遺構の分布は，調査区北側の西向き斜面および谷部に，すべての遺構が位置している。地下式木

炭窯跡は面積１８０�ほどの範囲に６基検出された。そのうち，２・４号木炭窯跡そして１・３号木

図３ 基本土層

第１節 遺構の分布と基本土層
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炭窯跡はそれぞれ直列方向に重複し，１・７号木炭窯跡は垂直方向に重複し造り替えられている。

この木炭窯跡に伴う竪穴住居跡や木炭供給先である製鉄炉跡などは，調査区内から確認できなかっ

た。

製鉄炉跡については，調査区の外側でその位置を推定できた。６基の木炭窯跡から谷に沿って北

西へ約１５０ｍの地点，図１左上の黒丸印の位置で鉄滓を採集した。このことから，周辺の丘陵南斜

面および頂部には，木炭窯跡と同時期の製鉄炉跡とそれに伴う遺構などが存在する可能性が高いと

考えている。この推定された製鉄炉跡の周辺は，「朴�Ｅ遺跡」として改めて登録する予定である。

基 本 土 層（図３，写真２）

発掘調査を実施した朴�Ｃ遺跡のある丘陵斜面と谷部については，表土下のほとんどが基盤層で

ある黄褐色土（Ｌ�），または明黄褐色砂質土（Ｌ�）であることを確認した。調査に際しては，調査

区内に堆積した土をＬ�からＬ�に４区分した。

Ｌ�は，腐植土を含んだ表土である。Ｌ�は，表土に比べ幾分土色の明るい褐色土で，炭化物と

ともに弥生土器片をわずかに包含している。Ｌ�は厚さ８～３４�，確認できる地点は丘陵頂部およ

び調査区北西側の谷部で確認できる。

Ｌ�は，黄褐色土で，遺跡のほぼ全域を覆っている。Ｌ�は，明黄褐色砂質土で，丘陵斜面上位

ではＬ�の３５�下から表出する。木炭窯跡は，この層をトンネル状に掘り込んで造っている。Ｌ�

およびＬ�は，いずれも無遺物層と考えている。

谷部は，Ｌ�の上に周囲の丘陵斜面から流れ込んだ土が堆積している。谷部に堆積する土は�１

～�３の３区分した。図３下段の土層断面Ｄ－Ｄ’を見ると，いずれの層にもＬ�粒が含まれ，レ

ンズ状の堆積状況が観察できることから自然堆積土と考えている。これらの層は，炭化物のほか

に，弥生土器，製鉄炉の炉壁片などの遺物をわずかに包含している。 （阿 部）

第２節 木 炭 窯 跡

朴�Ｃ遺跡では７基の木炭窯跡の調査を実施した。７基の木炭窯跡のうち，谷部で確認された１

基（ＳＣ８）は天井構造を持たない構造の木炭窯跡であったことが分かった。残りの６基の木炭窯跡

は，斜面をトンネル状に掘り込んだ地下式の登窯である。調査の過程で木炭窯跡と認定できないこ

とが確認できたものについては欠番とした。欠番としたものは６号木炭窯跡である。１基の木炭窯

跡において複数確認できた底面については，底面の数を新しい面から昇順にアルファベットの大文

字を用いＡ面，Ｂ面と呼称し，平面図・断面図中で太線を用い示した。

以下に，６基の地下式登窯の木炭窯跡について，各木炭窯跡の位置，新旧関係など，共通する項

目について概観しておく。

遺 構 配 置 ６基の地下式木炭窯跡の配置については，調査区北側の標高７６～８０ｍの西向き斜面

下位から中位に造られている。このうち２・４号木炭窯跡の２基は，他の４基の北側に位置し，ほ

第３編 朴�Ｃ遺跡
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ぼ一直線上に並び，長軸方向も一致させている。残りの１・３・５・７号木炭窯跡は，２・４号木

炭窯跡から５ｍほど南東側に造られている。４基のうち古い５・７号木炭窯跡の焚口は，いずれも

斜面の裾部と同じ標高７５ｍ付近に設けられ，６基の木炭窯の中で最も低い位置にある。また，両方

の焚口へ通じる作業場兼通路は共有していることが分かった。５号木炭窯跡の長軸方向は，７号木

炭窯跡のそれから約５０°東に傾かせて造っている。１号木炭窯跡は，７号木炭窯跡と長軸の方向を

概ね一致させ，７号木炭窯跡の真上に造り替えている。１号木炭窯跡の焚口は，標高７６ｍ付近に設

けられている。３号木炭窯跡は，長軸方向を１号木炭窯跡のそれから約３０°東に傾かせて造り，そ

の焚口は標高７８ｍ付近に設け，他の木炭窯跡の中で最も高い位置に造っている。

基 本 層 位 ６基の木炭窯跡が造られた斜面の基盤層については，上位から褐色土のＬ�，黄褐

色土のＬ�そして明黄褐色砂質土のＬ�の順で堆積している。斜面上位から中位に設けられた１～

４号木炭窯跡の焚口は，Ｌ�から掘り込んでいる。残りの５・７号木炭窯跡では，斜面裾に設けら

れた共有する溝状の通路をＬⅡから掘り込んだ後，両方の焚口をトンネル状に掘削している。

構 築 廃 土 ３号木炭窯跡の焼成室を掘った際の土（以下，構築廃土と呼称する）は，図４左下の

土層断面Ａ－Ａ’，図１２右側土層断面Ｄ－Ｄ’に示したように，１号木炭窯跡の崩落によるくぼみを

埋め，さらに斜面中位へ排出している。

１号木炭窯跡の構築廃土は，焚口から斜面裾へ延びた溝状のくぼみおよびその南西側へ排出して

いる。１・３号木炭窯跡の構築廃土および操業時に窯の外へ排出した木炭を含んだ土（以下，かき

出し層と呼称する）の堆積状況については，図４左下の土層断面Ａ－Ａ’，図６下段の土層断面Ｅ－

Ｅ’，図８下段の土層断面Ｃ－Ｃ’に示した。

５・７号木炭窯跡の構築廃土は，図９左上の平面図に示したように，共有した作業通路およびそ

の南西側の谷部へ排出している。４号木炭窯跡の構築廃土の堆積状況は，図１５左側土層断面Ｅ－

Ｅ’に示したように，焚口から谷部に向かって排出されたと考えている。４号木炭窯跡の構築廃土

の大半は，表土剥ぎ時に除去してしまった。

２号木炭窯跡の構築廃土は，図９左上に示したように，４号木炭窯跡の崩落によるくぼみを埋

め，さらに南東側へ排出している。図９下段の土層断面Ａ－Ａ’を見ると，２号木炭窯跡の構築廃

土およびかき出し層が，南東側の５・７号木炭窯跡の作業場兼通路であった溝状のくぼみを埋めて

いる堆積状況が観察できる。また，図４左下の土層断面Ａ－Ａ’を見ると，１号木炭窯跡の構築廃

土が２号木炭窯跡の構築廃土・かき出し層の上に堆積している状況も観察できる。

新 旧 関 係 ６基の地下式木炭窯跡の新旧関係については，２・４号木炭窯跡は重複し造られ，

構築時期は４号木炭窯跡が古く，２号木炭窯跡が新しい。１・３・５・７号木炭窯跡の４基が重複

し，古いものから７号木炭窯跡－５号木炭窯跡－１号木炭窯跡－３号木炭窯跡という順序で造り替

えられている。また，前述した２号木炭窯跡の構築廃土の堆積状況から判断して，２号木炭窯跡

は，１号木炭窯跡よりも古く，５号木炭窯跡よりも新しいことも分かった。

以上のことから，６基の木炭窯跡のうち１～３号木炭窯跡については，２号木炭窯跡－１号木炭
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窯跡－３号木炭窯跡の順で造られ，いずれも操業期間が重なることなく，単独で機能したと考えて

いる。残りの４・５・７号木炭窯跡については，２号木炭窯跡の構築前に，７号木炭窯跡－５号木

炭窯跡の順で造られていることを確認した。しかし，４号木炭窯跡の操業時期については，一連で

観察できる土層断面を精査時に残さなかったことから，５・７号木炭窯跡のいずれかと操業が重な

るのか，あるいはそれぞれ単独操業なのかどうか特定できなかった。以下，遺構ごとに記す。

１号木炭窯跡Ａ～Ｄ面 ＳＣ１Ａ～Ｄ

１号木炭窯跡については，合計８回の改修が行われ，合計９面の底面（図５下段参照）があること

が明らかとなった。底面のＡ～Ｄ面とＥ～Ｉ面の焼成室の平面形に違いが確認できることから，便

宜的に底面のＡ～Ｄ面と，Ｅ～Ｉ面に分けて報告し，「まとめ」はＥ～Ｉ面の項で報告する。

以下，Ａ～Ｄ面について記す。

遺 構（図４～８，写真３）

本遺構は，調査区北側のＦ４・５，Ｇ４・５グリッドに位置し，Ｌ�上面で検出した。本遺構は

ＳＣ２・３・５・７と重複し，ＳＣ３より古く，ＳＣ２・５・７よりも新しい。本遺構は斜面をト

ンネル状に掘り込んだ地下式の登窯で，焚口は標高７７ｍ付近に設けている。本遺構は焼成室，焚

口，作業場兼通路で構成され，焼成室奥壁から作業通路とした溝状のくぼみの末端までの長さは

１４．５ｍを測る。

遺構内堆積土 底面のＡ～Ｉ面に関連する遺構内堆積土は合計３３層に分けられる。ここでは，底

面のＡ～Ｄ面に関連した１４層について記す。図６左側土層断面Ａ－Ａ’に示した�１～５は天井の

崩落に伴う堆積土である。�６・８・１０・１２・１３は，木炭層で５�前後の木炭片を多く含んでお

り，操業に伴って堆積した層と考えていることから，これらの下に接した�７・９・１１と基盤層の

上面を底面のＡ～Ｄ面と考えている。底面とした�７・９・１１の上面は，硬く焼き締まっている

が，焼土化は認められなかった。図６下段の土層断面Ｅ－Ｅ’に示したＣ・Ｄ面時の操業に伴う木

炭層の�１０，本遺構の構築廃土の�１４の堆積範囲については図４左上に示した。図６土層断面Ａ－

Ａ’を見ると，�１４の構築廃土は，焚口正面の溝状のくぼみ内に平らに埋められ，作業場兼通路と

して使用していた。この溝状のくぼみは，５・７号木炭窯跡時に作業場兼通路として使用していた

ものが完全に埋まりきらずに残っていたものである。

焼 成 室 焼成室の平面形は焚口側に向かってすぼまるイチジク形を呈し，Ａ～Ｄ面の底面は

この形状を呈している。Ａ面の規模は，奥壁裾から焚口までの長さ３．１ｍ，焼成室の中央での幅２．４

ｍを測る。遺存した側壁の高さはＡ面から最大０．８ｍを測る。底面の傾斜は，図６左側土層断面Ａ

－Ａ’を見ると，各面ともほぼ同じで焼成室中央で９～１０°，Ｃ面の傾斜は焚口付近で１２°を測る。

側壁は，図６右側土層断面Ｂ－Ｂ’・Ｃ－Ｃ’を見ると，中央部で底面から０．２ｍほど垂直に立ち上

がった後，４０～６０°の角度で内傾し，断面形は隅丸三角形または隅丸五角形状を呈していたと考え

ている。側壁の表面は，焼土化が顕著で硬く焼き締まり，ほとんどに煤が付着し黒く変色する。壁
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　１号木炭窯跡Ａ～Ｄ面堆積土�
１０　黒褐色砂質土　５ＹＲ２/１（細粒炭化物多量。木炭層）�
１４　にぶい赤褐色砂質土　５ＹＲ５/３（ＬⅣ塊・焼土塊多量）�
　１号木炭窯跡Ｅ～Ｉ面堆積土�
１７　黒褐色砂質土　５ＹＲ２/１（細粒炭化物多量。木炭層）�
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１５　黄褐色砂質土　１０ＹＲ５/８（炭化物微量,ＬⅣ粒多量）�
１６　黄褐色砂質土　１０ＹＲ５/４（炭化物微量,ＬⅣ粒多量）�
１７　褐色砂質土　１０ＹＲ４/４（５㎜大炭化物・焼土粒微量）�
１８　にぶい黄褐色砂質土　１０ＹＲ４/３（焼土粒少量,ＬⅣ粒多量。構築廃土）�
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を断ち割ったところ基盤層の色調は，焼成室内から外に向かって青灰色・赤褐色を呈し，その厚さ

は３�・８�である。

焚 口 Ａ面操業時の焚口の底面は，焼成室の底面造り替えと一緒に平坦に埋められ，構築

当初のＤ面から０．４ｍほど高い位置にある。図６右下土層断面Ｄ－Ｄ’を見ると，Ｂ～Ｄ面操業時の

焚口の底面も焼成室の造り替えに合わせてＤ面以降順次かさ上げされ，Ｂ面とＤ面の比高差は０．２３

ｍを測る。焚口付近の側壁は，Ｂ～Ｄ面時には焼成室と同様に断面形が隅丸三角形状または隅丸五

角形状を呈し，Ａ面操業時の断面形状は楕円形またはカマボコ状であったと考えている。Ａ面操業

図４ １・３号木炭窯跡周辺
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　１号木炭窯跡Ａ～Ｄ面堆積土�
１　明黄褐色砂質土　１０ＹＲ６/８（ＬⅣ粒多量）�
２　黄褐色土　１０ＹＲ５/８（ＬⅢ塊多量）�
３　暗赤褐色砂質土　５ＹＲ３/２（１０㎝大焼土塊多量）�
４　褐色土　１０ＹＲ４/４（ＬⅢ粒・炭化物・焼土粒少量）�
５　暗赤褐色砂質土　５ＹＲ３/２（１０㎝大焼土塊多量）�
６　黒褐色砂質土　５ＹＲ２/１（細粒炭化物多量。木炭層）�
７　黒褐色砂質土　１０ＹＲ２/２（焼土粒微量,細粒炭化物少量。Ａ面）�
８　黒褐色砂質土　５ＹＲ２/１（細粒炭化物多量。木炭層）�

９　黒褐色砂質土　１０ＹＲ２/２（焼土塊微量,細粒炭化物少量。Ｂ面）�
１０　黒褐色砂質土　５ＹＲ２/１（細粒炭化物多量。木炭層）�
１１　黒褐色砂質土　１０ＹＲ２/２（焼土塊微量,細粒炭化物少量。Ｃ面）�
１２　黒褐色砂質土　５ＹＲ２/１（細粒炭化物多量。木炭層）�
１３　暗赤褐色砂質土　５ＹＲ３/４（焼土塊少量,２㎝大木炭多量）�
１４　にぶい赤褐色砂質土　５ＹＲ５/３（ＬⅣ塊・焼土塊多量）�

図６ １号木炭窯跡（２）
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時の焚口の規模は，底面幅０．５８ｍ，Ａ面から遺存した側壁の高さは最大０．５ｍを測る。Ｂ～Ｄ面操

業時の規模は，底面幅０．７６～１．１２ｍ，Ｄ面から遺存した側壁の高さは０．３５ｍを測る。

作 業 場 焚口の南西側に開く作業場は，図４左上・図５上段に示したように，焚口から約４

ｍから徐々に幅を狭め溝状のくぼみとなって斜面裾へ延びている。焚口正面の作業場の平面形は不

整な半円形を呈する。溝状のくぼみは，ＳＣ５・７も使用していた溝状の作業場兼通路が，排出し

たかき出し層や構築廃土に完全に埋まりきらずに残っていた部分で，本遺構の構築後も継続利用し

たと考えている。作業場の底面は南西側の谷部に向かって緩やかに傾斜している。規模は，焚口か

ら遺存した溝状のくぼみの末端までの長さ１１．４ｍ，幅は焚口正面の上端で最大５．２ｍ，溝部分の上

端で最大約１ｍ，深さは焚口正面において上端から�１４の底まで約１ｍを測る。

遺 物（図２３）

木炭が焼成室の奥壁側底面から出土している（図５左上参照）。確認した木炭の遺存状態は良好で

はないが，壁際に沿って木材を横に敷き詰めた後，その内側に長軸方向に合わせて木材を横に敷き

詰めた状況がうかがえた。わずかに残っていた木炭の大きさは，長さは５０～６０�ほど，幅５～６�

ほどの割材のほかに直径３�前後の幹材も少量混ざっていた。その中から無作為に１点をサンプリ

ングし樹種同定した結果，コナラ属コナラ節（コナラ，カシワなど。付編２参照）であった。作業場

のかき出し層中から図２３－１０の羽口片が１点出土し，その先端部は欠損している。

１号木炭窯跡Ｅ～Ｉ面 ＳＣ１Ｅ～Ｉ

遺 構（図４・５・７・８，写真３）

本遺構は，ＳＣ１のＤ面下で確認し，平面形状はＤ面以上と異なっている。本遺構も斜面をトン

ネル状に掘り込んだ地下式の登窯で，焚口は標高７６．５ｍ付近に設けている。本遺構も焼成室，焚

口，作業場兼通路で構成され，焼成室の奥壁から作業通路とした溝状のくぼみの末端までの長さは

１４．２ｍを測る。

遺構内堆積土 Ｅ～Ｉ面の遺構内堆積土は，図７右側土層断面Ｄ－Ｄ’に示した�１４の下位にある

�１５～３３の１９層に分けられる。

図７右側土層断面Ｄ－Ｄ’を見ると，�１５・１６は側壁および天井の崩落に伴う堆積土で，Ｅ面を

広く覆っている。�２１・２３は木炭層で５�前後の木炭片を多く含んでおり，操業に伴って堆積した

層と考えていることから，これらの下に接した�２２・２４～２６と基盤層の上面を底面のＦ～Ｉ面と考

え，いずれの層も上面が硬く締まっている。Ｅ面については，�２０中に木炭片が多く遺存した状況

を確認できなかったが，下位のＦ～Ｉ面同様に層の状面が硬く焼き締まった状況を確認できたこと

から底面と考えている。焚口正面の溝状のくぼみについては，�１８・１９の構築廃土，Ｅ面操業時の

木炭層（�１７）の堆積状況を図８下段土層断面Ｃ－Ｃ’に，その堆積範囲を図４左上に示したように，

�１８・１９の構築廃土を溝状のくぼみに平らに埋め，作業場兼通路として使用したことが分かる。

図８下段の土層断面Ｃ－Ｃ’を見ると，�２９～３３の構築廃土が，ＳＣ２の構築廃土およびかき出
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　１号木炭窯跡Ｅ～Ｉ面堆積土�
１５　褐色砂質土　７.５ＹＲ５/８（焼土粒少量,ＬⅣ粒多量）�
１６　暗赤褐色砂質土　５ＹＲ３/２（１０㎝大焼土塊多量）�
１７　黒褐色砂質土　５ＹＲ２/１（細粒炭化物多量。木炭層）�
１８　暗褐色砂質土　１０ＹＲ３/３（５㎜炭化物・焼土粒少量）�
１９　暗赤褐色砂質土　５ＹＲ３/２（１０㎝大焼土塊多量）�
２０　褐色砂質土　７.５ＹＲ５/８（焼土粒少量,ＬⅣ粒多量。Ｅ面）�
２１　黒褐色砂質土　５ＹＲ２/１（細粒炭化物多量。木炭層）�
２２　暗赤褐色砂質土　５ＹＲ３/２（５㎜炭化物・焼土粒少量。Ｆ面）�
２３　黒褐色砂質土　５ＹＲ２/１（細粒炭化物多量。木炭層）�

２４　褐色砂質土　７.５ＹＲ４/６（炭化物少量,ＬⅣ粒多量）�
２５　赤褐色砂質土　５ＹＲ４/６（５㎜炭化物・焼土粒少量。Ｇ面）�
２６　暗赤褐色砂質土　５ＹＲ３/２（５㎜炭化物・焼土粒少量。Ｈ面）�
２７　褐色砂質土　７.５ＹＲ４/６（炭化物少量,ＬⅣ粒多量）�
２８　暗褐色砂質土　１０ＹＲ３/３（５㎜炭化物・焼土粒少量）�
２９　褐色砂質土　７.５ＹＲ４/６（炭化物少量,ＬⅣ粒多量。Ｈ面）�
３０　暗赤褐色砂質土　５ＹＲ３/２（５㎜炭化物・焼土粒少量）�
３１　褐色土　７.５ＹＲ４/６（炭化物少量,ＬⅢ粒多量）�
３２　暗褐色砂質土　１０ＹＲ３/３（ＬⅣ粒・５㎜大炭化物少量）�
３３　明黄褐色砂質土　１０ＹＲ５/８（ＬⅣ粒多量）�
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図７ １号木炭窯跡（３）
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し層の上に堆積することから，本遺構はＳＣ２廃絶後に構築したことが分かる。

焼 成 室 焼成室の平面形は隅丸長方形を基調とし，焚口に向かってすぼまる形状を呈する。

Ｅ～Ｉ面の底面はこの形状を呈している。Ｅ面の規模は，奥壁裾から焚口までの長さ約４．４ｍ，幅

は奥壁側で最大約２．８ｍを測る。底面の傾斜は，図７右側土層断面Ｄ－Ｄ’を見ると，各面ともほぼ

同じく焼成室中央で１０°前後，焚口付近でのＩ面の傾斜は１５°を測る。側壁は，図８左上土層断面Ａ

－Ａ’・Ｂ－Ｂ’を見ると，焼成室中央部では垂直に立ち上がり，焚口付近では６０～８０°の角度で内

傾し，断面形はカマボコ状を呈するものと考えている。遺存した側壁の高さは図８上段土層断面Ａ

－Ａ’に示したように，Ｅ面から側壁上端まで最大０．４ｍ，Ｆ面からは最大０．６ｍを測る。側壁の表

面は，硬く焼き締まり，ほとんどは煤が付着し黒く変色する。壁を断ち割ったところ基盤層の色調

は赤褐色を呈し，その厚さは４�である。

焚 口 Ｅ面操業時の焚口の底面は，構築当初のＩ面から０．１８ｍ高い位置にある。Ｅ面操業

時の焚口底面幅は０．８８ｍを測る。

作 業 場 焚口の南西側に開く作業場はＡ～Ｄ面使用時とほぼ同じ位置にあり，焚口から約２．５

ｍから徐々に幅を狭め溝状のくぼみとなって谷部へと延びている。作業場の規模は，幅は焚口正面

の上端で最大４．７ｍ，深さは焚口正面において上端から�３０の底まで約１．５ｍを測る。

図８ １号木炭窯跡（４）
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　２号木炭窯跡堆積土�
２１　明黄褐色砂質土　１０ＹＲ６/８（５㎜大炭化物微量,ＬⅣ粒多量。�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　構築廃土）�
２２　黒褐色砂質土　　１０ＹＲ２/１（焼土粒少量,１㎝大木炭多量。�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　かき出し層）�
２３　暗褐色砂質土　　１０ＹＲ３/３（１㎝大焼土粒,木炭少量。�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　かき出し層）�
２４　暗赤褐色砂質土　２.５ＹＲ３/３（細粒炭化物多量。かき出し層）�
２５　黒褐色砂質土　　１０ＹＲ２/１（焼土粒少量,１㎝大木炭多量。�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　かき出し層）�
２６　暗褐色砂質土　　１０ＹＲ３/３（ＬⅣ粒・５㎜大炭化物少量）�
２７　明黄褐色砂質土　１０ＹＲ６/８（ＬⅣ粒多量。構築廃土）�
２８　明黄褐色砂質土　１０ＹＲ６/８（５㎜大炭化物微量,ＬⅣ粒多量。�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　構築廃土）�
　４号木炭窯跡堆積土�
３　にぶい赤褐色土　５ＹＲ４/３（５㎜大炭化物・焼土塊少量）�
１１　黒褐色砂質土　　５ＹＲ２/１（細粒炭化物多量。かき出し層）�
１３　赤褐色砂質土　　５ＹＲ３/６（５㎜大炭化物少量,焼土粒多量）�
１８　明黄褐色砂質土　１０ＹＲ６/８（ＬⅣ粒多量。構築廃土）�
　５号木炭窯跡堆積土�
２２　黒褐色砂質土　　５ＹＲ２/１（焼土粒少量・細粒炭化物多量。�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　かき出し層）�
２６　暗赤褐色砂質土　５ＹＲ３/２（５㎜大炭化物・焼土粒少量）�
　７号木炭窯跡堆積土�
１　暗赤褐色砂質土　５ＹＲ３/６（５㎜大炭化物・焼土塊少量）�
１６　黄褐色砂質土　　１０ＹＲ５/６（炭化物微量,ＬⅣ粒多量。構築廃土）�
１７　褐色砂質土　　　１０ＹＲ４/５（炭化物少量,ＬⅣ粒多量。構築廃土）�
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遺 物（図２３）

１０�未満の木炭片の他，吸気部を欠損した羽口が１点出している。

ま と め

本遺構は地下式登窯の木炭窯跡である。底面はＡ～Ｉ面の９面を確認し，Ａ面の全長は３．１ｍ，

Ｅ面の全長は４．４ｍを測る。本遺構の新旧関係はＳＣ３より古く，ＳＣ２・５・７より新しい。操

業時期は９世紀後半頃と考えている。

２号木炭窯跡 ＳＣ２

遺 構（図９～１１，写真４・５）

本遺構は，調査区北側のＦ４・５グリッドに位置し，Ｌ�上面で検出した。本遺構はＳＣ１・４

・５，ＳＤ１と重複し，ＳＣ１，ＳＤ１より古く，ＳＣ４・５よりも新しい。本遺構は斜面をトン

図９ ２・４・５・７号木炭窯跡周辺

第２節 木炭窯跡
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　２号木炭窯跡堆積土�
ａ　褐色土　１０ＹＲ４/６（炭化物微量,ＬⅢ粒少量）�
ｂ　黄褐色土　１０ＹＲ５/８（炭化物微量,ＬⅢ粒多量）�
ｃ　黄褐色土　１０ＹＲ５/６（炭化物微量,ＬⅢ粒多量）�
ｄ　褐色土　１０ＹＲ４/４（炭化物微量,ＬⅢ少量）�
ｅ　明黄褐色砂質土　１０ＹＲ６/８（５㎜大炭化物・焼土粒微量,ＬⅣ粒多量）�
ｆ　暗褐色砂質土　１０ＹＲ３/４（炭化物微量,ＬⅣ粒多量）�
ｇ　黄褐色砂質土　１０ＹＲ５/８（炭化物微量,ＬⅢ粒少量,ＬⅣ粒多量）�
ｈ　にぶい黄褐色砂質土　１０ＹＲ５/４（炭化物微量,ＬⅢ粒少量,ＬⅣ粒多量）�
ｉ　褐色土　７.５ＹＲ４/６（ＬⅣ粒微量,ＬⅢ粒少量）�
ｊ　黄褐色砂質土　１０ＹＲ５/６（ＬⅣ粒多量）�
ｋ　褐色土　７.５ＹＲ４/４（ＬⅢ塊多量）�
１　褐色土　７.５ＹＲ４/６（ＬⅣ粒微量,ＬⅢ粒少量）�
２　明黄褐色砂質土　１０ＹＲ６/６（ＬⅣ粒多量）�
３　黄褐色砂質土　１０ＹＲ７/６（ＬⅣ粒多量）�
４　黄褐色土　１０ＹＲ５/６（炭化物微量,ＬⅢ塊少量）�
５　明黄褐色砂質土　１０ＹＲ６/６（炭化物微量,ＬⅣ塊多量）�
６　褐色土　７.５ＹＲ４/４（ＬⅢ塊多量）�

�
７　赤褐色砂質土　５ＹＲ４/８（５㎝大焼土塊多量）�
８　明黄褐色砂質土　１０ＹＲ６/６（焼土塊・２㎝大木炭少量,ＬⅣ塊多量）�
９　黄褐色砂質土　１０ＹＲ５/６（焼土粒・ＬⅣ粒少量）�
１０　赤褐色砂質土　５ＹＲ４/８（２㎝大木炭・５㎝大焼土塊多量）�
１１　褐色砂質土　７.５ＹＲ４/６（ＬⅣ粒・焼土粒多量）�
１２　明黄褐色砂質土　１０ＹＲ６/６（焼土粒・５㎝大木炭少量,ＬⅣ塊多量）�
１３　褐色砂質土　７.５ＹＲ４/６（ＬⅣ・焼土粒多量）�
１４　赤褐色砂質土　５ＹＲ４/８（木炭・５㎝大焼土塊多量。木炭層）�
１５　黒褐色砂質土　５ＹＲ２/１（細粒炭化物多量。Ａ面）�
１６　暗褐色砂質土　１０ＹＲ３/３（ＬⅣ粒少量,３㎝大木炭多量）�
１７　赤褐色砂質土　５ＹＲ５/６（５㎜大炭化物少量,焼土塊多量）�
１８　暗赤褐色砂質土　５ＹＲ３/４（焼土粒少量,細粒炭化物多量。木炭層）�
１９　赤褐色砂質土　５ＹＲ５/８（５㎜大炭化物微量,焼土粒多量。Ｂ面）�
２０　にぶい赤褐色砂質土　５ＹＲ４/３（５㎜大炭化物・焼土粒少量）�
２１　明黄褐色砂質土　１０ＹＲ６/８（５㎜大炭化物微量,ＬⅣ粒多量。構築廃土）�

図１０ ２号木炭窯跡（１）
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ネル状に掘り込んだ地下式の登窯で，焚口は標高７７．８ｍ付近に設けている。本遺構は焼成室，焚

口，作業場で構成され，焼成室の奥壁から遺存した作業場末端までの長さは最大８．６ｍを測る。

遺構内堆積土 天井崩落によるくぼみに堆積した自然流入土は，図１１の土層断面Ａ－Ａ’，Ｆ－

Ｆ’に示した�ａ～ｋの１１層に分けられる。底面のＡ～Ｃ面に関連する遺構内堆積土は２８層（図１０に

�１～２１，図９に�２１～２８を示す）に分けられる。�１～１３は天井の崩落に伴う堆積土である。�１

４・１８は木炭層で５�前後の木炭片を多く含んでおり，操業に伴って堆積した層と考えられること

から，これらの下に接した�１５・１９・２０と基盤層の上面を底面のＡ～Ｃ面と考えている。底面とし

た�１５・１９・２０の上面は，硬く焼き締っているが，焼土化は認められなかった。Ｃ面とした基盤層

を断ち割ったところ焼土化し，その厚さは最大３�ほどである。

本遺構操業時のかき出し層や構築廃土は，図９下段土層断面Ａ－Ａ’に示したかき出し層の�２２

～２５，構築廃土の�２１・２７・２８の堆積状況や，図９左上に示した堆積範囲から判断して，作業場か

ら斜面下位へ排出するほか，焚口から約７ｍ南西にある溝状のくぼみ内へ排出し，平らに埋め作業

場兼通路として使用していた可能性を考えている。

焼 成 室 焼成室の平面形は，図１０上段に示したように隅丸長方形を基調とし，焚口側に向

かってすぼまる羽子板状を呈している。底面はＡ～Ｃ面の３面を確認した。Ａ面の規模は，奥壁裾

から焚口までの長さ約４．３ｍ，焼成室の中央での最大幅１．９２ｍ，遺存した側壁の高さはＡ面から最

大０．９ｍを測る。底面の傾斜は，図１１左の土層断面Ｆ－Ｆ’を見ると，いずれの面も焼成室側で１０°

前後を測る。側壁は，図１１右側土層断面Ａ－Ａ’～Ｃ－Ｃ’に示したように，焼成部中央から奥壁側

では底面からオーバーハングまたは内傾気味に立ち上がり，断面形はカマボコ状を呈する。側壁の

表面は，焼土化が顕著で硬く焼き締まり，ほとんどは煤が付着し黒く変色する。壁を断ち割ったと

ころ基盤層の色調は，焼成室内から外に向かって青灰色・赤褐色に変色し，その厚さは最大８�・

１３�である。

焚 口 焚口の形状は，図１１右中段土層断面Ｄ－Ｄ’を見ると，側壁が底面から垂直に０．４ｍ

ほど立ち上がった後，天井部分が約６０°の角度で内傾し，断面形はカマボコ状または隅丸五角形状

を呈する。Ａ面操業時の焚口の底面は，構築当初のＣ面から０．１８ｍ高い位置にある。遺存した焚口

の高さはＤ面からは０．８４ｍ，Ａ面からは０．４ｍを測る。遺存した幅はＡ～Ｄ面いずれも約０．７ｍを測

る。壁を断ち割ったところ基盤層の色調は，焼成室内から外に向かって青灰色・赤褐色を呈し，そ

の厚さは最大１０�・１５�である。

作 業 場 作業場は，図９左上，図１０に示したようにＳＣ４のくぼみを平らに埋めた焚口正面

部分（前庭部）を作業場として利用している。平面形は「∩」形をなし，焚口から斜面下位に向かっ

て緩やかに開いている。規模は，焚口正面から南西側末端までの長さ約２．８ｍ，上端での最大幅約

１．５ｍ，検出面から構築廃土の�２１底までの深さ最大１．４ｍを測る。

また，構築廃土やかき出し層の堆積状況から判断して，焚口から約７ｍ南西にある溝状のくぼみ

周辺（図９左上参照）も，作業場兼通路として本遺構操業時に利用していた可能性を考えている。こ
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の溝状のくぼみは，ＳＣ５・７操業時に使用していた溝状の作業場兼通路が，かき出し層や構築廃

土に完全に埋まりきらずに残っていた部分である。

遺 物（図２２，写真１２）

遺物は，窯跡内から１０�未満の木炭片が少量と，南西の溝状のくぼみ内から土師器片１６点出土し

ている。土師器片については６点を図２２に示した。図２２－１～６は，「Ｖ」字形の溝状のくぼみ内

に堆積したかき出し層（�２３）から出土した土師器杯片と小型の土師器甕の破片である。１～４はロ

クロ整形による土師器杯片で，体部下端から底面全面にかけて回転ヘラケズリ調整を施す。１の器

面に墨書が認められるが，字の大半を欠損しているため文字内容は不明である。５・６はロクロ整

形された小型の土師器甕の破片で，両者は同一個体と考えている。６の底面は丁寧にナデられた

後，ハケ目状の調整を施している。

Ａ面操業時の木炭層（�１４）から出土した木炭片のうち１点をサンプリングし樹種同定した結果，

コナラ属クヌギ節（クヌギ，アベマキなど。付編２参照）であった。

ま と め

本遺構は地下式登窯の木炭窯跡である。底面はＡ～Ｃ面の３面を確認し，Ａ面の全長は４．３ｍを

測る。本遺構の新旧関係は，ＳＣ１よりも古く，ＳＣ４・５よりも新しい。操業時期は，かき出し

層（�２３）から出土した土師器から，９世紀中葉から後葉頃と考えている。

３号木炭窯跡 ＳＣ３

遺 構（図４・１２・１３，写真６）

本遺構は，調査区北側Ｆ４～６，Ｇ４・５グリッドに位置し，Ｌ�上面で検出した。本遺構はＳ

Ｃ１・７，ＳＤ３と重複し，ＳＤ３より古く，ＳＣ１・７よりも新しい。本遺構は斜面をトンネル

状に掘り込んだ地下式の登窯で，焚口は標高７８ｍ付近に設けている。焼成室東側の大半は調査区の

外へと延びていることから調査を実施していない。今回確認したのは焚口，作業場兼通路である。

焚口から通路とした溝状のくぼみの末端までの長さは１５ｍを測る。

遺構内堆積土 底面のＡ～Ｄ面に関連する遺構内堆積土は，図１３左側土層断面Ｅ－Ｅ’に示した合

計１８層に分けられる。�１は廃絶後窯跡内に流入した自然流入土である。�２・６・８・１２は木炭

層で５�前後の木炭片を多く含んでおり，操業に伴って堆積した層と考えられることから，これら

の下に接した�３・７・１３と基盤層の上面を底面のＡ～Ｄ面と考えている。底面とした�３・７・

１３の上面は，硬く焼き締まっているが，焼土化は認められなかった。図１２右側土層断面Ｄ－Ｄ’に

示した�１５～１８は構築廃土で，これらの土を焚口正面の溝状のくぼみに排出し平らに埋めながら，

作業場兼通路として使用したと考えている。この溝状のくぼみは，ＳＣ１操業時に作業場兼通路と

して使用していたくぼみが完全に埋まりきらずに残っていたものである。

焼 成 室 焼成室の平面形・規模は，焼成室の大半が調査できていないため不明である。また，

南東側半分はＳＤ３により壊されている。底面はＡ～Ｄ面の４面を確認した。確認できたＤ面の規
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ＬⅣ� ＬⅣ�

　３号木炭窯跡堆積土�
１　赤褐色砂質土　５ＹＲ４/８（５㎜大炭化物微量,焼土粒多量）�
２　黒褐色砂質土　５ＹＲ２/１（１㎝大木炭多量。木炭層）�
３　赤褐色砂質土　５ＹＲ４/８（５㎜大炭化物微量,焼土粒多量。Ａ面）�
４　褐色砂質土　１０ＹＲ４/４（炭化物少量,ＬⅣ粒多量）�
５　赤褐色砂質土　２.５ＹＲ４/８（５㎜大焼土粒多量）�
６　黒褐色砂質土　５ＹＲ２/１（１㎝大木炭多量。木炭層）�
７　赤褐色砂質土　５ＹＲ４/８（５㎜大炭化物微量,焼土粒多量。Ｂ面）�
８　暗赤褐色砂質土　５ＹＲ３/６（ＬⅣ粒・焼土粒少量,３㎝大木炭多量。木炭層）�
９　赤褐色砂質土　５ＹＲ４/８（５㎜大炭化物微量,焼土粒多量）�
１０　黄褐色砂質土　１０ＹＲ５/８（炭化物微量,ＬⅣ粒多量）�
１１　暗褐色砂質土　１０ＹＲ３/３（焼土粒少量,１㎝大木炭多量）�
１２　暗赤褐色砂質土　５ＹＲ３/６（３㎝大木炭・焼土粒多量）�
１３　暗赤褐色砂質土　５ＹＲ３/２（１㎝大木炭・焼土粒少量。Ｃ面）�
１４　にぶい赤褐砂質土　５ＹＲ４/３（１㎝大木炭・焼土粒少量）�
１５　黄褐色砂質土　１０ＹＲ５/８（炭化物微量,ＬⅣ粒多量）�
１６　黄褐色砂質土　１０ＹＲ５/４（炭化物微量,ＬⅣ粒多量）�
１７　褐色砂質土　１０ＹＲ４/４（５㎜大炭化物・焼土粒微量）�
１８　にぶい黄褐色砂質土　１０ＹＲ４/３（焼土粒少量,ＬⅣ粒多量。構築廃土）�

図１３ ３号木炭窯跡（２）
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模は，焚口からの長さは最大１．２ｍ，遺存した最大幅は０．７ｍであった。

焚 口 焚口は南東側半分をＳＤ３により壊されている。図１３右上の土層断面Ａ－Ａ’を見る

と，側壁が底面から垂直に０．５ｍほど立ち上がった後，天井部分が約４０°の角度で内傾し，断面形は

カマボコ形または隅丸五角形状を呈する。Ａ面操業時の焚口の底面は，構築当初のＤ面から０．３８ｍ

高い位置にある。遺存した焚口の高さはＤ面から０．８４ｍ，Ａ面からは０．４ｍを測る。遺存した幅は

Ａ～Ｄ面いずれも約０．７ｍを測る。側壁から天井部分を断ち割ったところ基盤層の色調は，焼成室

内から外に向かって青灰色・赤褐色を呈し，その厚さは最大１０�・１５�である。

作 業 場 作業場は，図１２左側平面図を見ると，ＳＣ１のくぼみを平らに埋め焚口正面部分（前

庭部）を作業場として利用し，それに連続して溝状のくぼみが谷部へと延びている。作業場の平面

形は「∩」形を呈する。規模は，焚口正面から溝状のくぼみとの連結部までの長さ約２．４ｍ，最大

幅約２．３ｍ，検出面から構築廃土の�１８の底までの深さ最大０．８ｍを測る。溝状のくぼみは，ＳＣ１

・５・７でも使用していた溝状の作業場兼通路が，かき出し層や構築廃土に完全に埋まりきらずに

残っていた部分で，ＳＣ１の構築後も継続して作業場兼通路として利用されたと考えている。

遺 物

１０�未満の木炭片以外の遺物は出土していない。

ま と め

本遺構は地下式登窯の木炭窯跡である。底面はＡ～Ｄ面の４面確認され，Ｄ面の遺存長は最大

１．２ｍを測る。本遺構の新旧関係はＳＣ１よりも新しく，操業時期は９世紀後半頃と考えている。

４号木炭窯跡 ＳＣ４

遺 構（図９・１４・１５，写真５）

本遺構は，調査区北側のＦ４・５グリッドに位置し，Ｌ�上面で検出した。本遺構はＳＣ２，Ｓ

Ｄ１・２と重複し，いずれの遺構よりも古い。本遺構は斜面をトンネル状に掘り込んだ地下式の登

窯で，焚口は標高７６．３ｍ付近に設けている。本遺構は焼成室，焚口，作業場兼通路で構成され，焼

成室の奥壁から遺存した作業場兼通路の末端までの長さは最大７．６ｍを測る。

遺構内堆積土 本遺構の上層に堆積したＳＣ２の構築廃土は，図１５左側土層断面Ｅ－Ｅ’に示した

�ａ・ｂの２層に分けられる。底面のＡ～Ｃ面に関連する遺構内堆積土は１８層に分けられる。�１

～６は天井の崩落に伴う堆積土である。�７・９・１１・１７は木炭層で５�前後の木炭片を多く含ん

でおり，操業に伴う堆積層と考えていることから，これらの下に接した�８・１０～１２と基盤層の上

面を底面のＡ～Ｄ面と考えている。底面とした�８・１０～１２および基盤層の上面は，硬く焼き締ま

るが，焼土化は認められなかった。

窯跡掘削当初の構築廃土である�１８は，焚口に連結した溝状のくぼみの底を平らに埋め，図１４左

上に示したように，Ｂ面操業時には溝状のくぼみの大半は検出面まで埋まっていた。

焼 成 室 焼成室の平面形は隅丸長方形を基調とし，焚口側に向かってすぼまる羽子板状を呈
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している。底面はＡ～Ｄ面の４面を確認した。Ｂ面の規模は，奥壁裾から焚口までの長さ約４．３ｍ，

焼成室の中央での最大幅１．９２ｍ，遺存した側壁の高さはＡ面から最大０．９ｍを測る。底面の傾斜は，

図１５左の土層断面Ｅ－Ｅ’を見ると，焼成室側のＡ～Ｃ面では１０°前後，Ｄ面で１５°を測る。側壁は

図１５右側の土層断面Ａ－Ａ’・Ｂ－Ｂ’を見ると，焼成部中央から奥壁側では底面からオーバーハン

グまたは内傾気味に立ち上がり，断面形はカマボコ状を呈するものと考えている。側壁の表面は，

焼土化が顕著で硬く焼き締まり，ほとんどは煤が付着し黒く変色する。

焚 口 焚口の形状は，図１５右土層断面Ｂ－Ｂ’を見ると，側壁が底面からオーバーハングし

０．７ｍほど立ち上がった後，天井部分が約４０°の角度で内傾し，断面形はカマボコ状を呈する。Ａ面

操業時の焚口の底面は，構築当初のＤ面から０．５５ｍほど高い位置にある。遺存した焚口の高さはＤ

面からは最大０．９５ｍ，Ａ面からは０．４ｍを測る。遺存した幅はＡ～Ｄ面いずれも約１．２ｍを測る。壁

を断ち割ったところ基盤層の色調は，焼成室内から外に向かって青灰色・赤褐色を呈し，その厚さ

は最大８�・８�である。

作 業 場 作業場は焚口の正面に位置し，溝状に掘りくぼめた部分を作業場兼通路としている。

規模は，図１４右上に示した平面図から，焚口正面から末端までの長さ約３．３ｍ，上端での最大幅約

１．６ｍ，検出面から構築廃土の�１８の底までの深さは最大１．０５ｍを測る。この作業場兼通路は，操

業時のかき出し層や構築廃土で平らに埋められ，Ｂ面操業時にはその大半が埋まっていた。

遺 物

窯跡内から５�大の木炭片以外に遺物は出土していない。Ｄ面操業時の木炭層（�１７）から出土し

た木炭片のうち１点をサンプリングし樹種同定した結果，コナラ属コナラ節（コナラ，カシワなど）

という結果が示されている（付編２参照）。

ま と め

本遺構は地下式登窯の木炭窯跡である。底面はＡ～Ｄ面の４面を確認し，Ｂ面の全長は４．３ｍを

測る。本遺構の新旧関係はＳＣ２よりも古く，操業時期は９世紀後半頃と考えている。

ちなみに，�１７から出土したコナラ属コナラ節の木炭片については放射性炭素の年代測定を併せ

て行ったところ，炭素年代の補正値はＡＤ８８０～１，０２０年という結果を得ている（付編１参照）。

５号木炭窯跡 ＳＣ５

遺 構（図９・１６～１８，写真７～９）

本遺構は，調査区北側のＦ５・６，Ｇ５・６グリッドに位置し，Ｌ�上面で検出した。本遺構は

ＳＣ２・７，ＳＫ７と重複し，ＳＣ２・ＳＫ７より古く，ＳＣ７よりも新しい。本遺構は斜面をト

ンネル状に掘り込んだ地下式の登窯で，焚口は標高７６．５ｍ付近に設けている。本遺構は焼成室，焚

口，作業場兼通路で構成される。焼成室の奥壁から遺存した作業場兼通路の末端までは「く」字状

に屈曲し，長さは直線距離で１１．８ｍを測る。

遺構内堆積土 天井崩落によるくぼみに堆積した自然流入土は，図１８右下土層断面Ｆ－Ｆ’に示し
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ａ　褐色土　１０ＹＲ４/４（ＬⅢ粒多量。ＳＣ２構築廃土）�
ｂ　明黄褐色砂質土　１０ＹＲ６/６（ＬⅣ粒多量。ＳＣ２構築廃土）�
１　明黄褐色砂質土　１０ＹＲ６/８（焼土塊少量，ＬⅣ粒多量）�
２　赤褐色砂質土　５ＹＲ４/８（ＬⅢ粒・焼土塊・焼土粒多量）�
３　にぶい赤褐色土　５ＹＲ４/３（５㎜大炭化物・焼土塊少量）�
４　にぶい赤褐色土　５ＹＲ５/４（５㎜大炭化物微量）�
５　明黄褐色砂質土　１０ＹＲ６/８（ＬⅣ粒多量）�
６　暗赤褐色砂質土　５ＹＲ３/２（ＬⅣ粒・細粒炭化物・５㎝大焼土塊多量）�
７　黒褐色砂質土　５ＹＲ２/１（細粒炭化物多量。木炭層）�
８　赤褐色砂質土　５ＹＲ４/８（炭化物少量，５㎜大焼土粒多量）�
９　黒褐色砂質土　５ＹＲ３/１（焼土粒少量，細粒炭化物多量。木炭層）�
１０　暗褐色砂質土　１０ＹＲ３/３（焼土粒少量，ＬⅣ粒・細粒炭化物多量。Ａ面）�
１１　黒褐色砂質土　５ＹＲ２/１（細粒炭化物多量。木炭層）�
１２　暗褐色砂質土　１０ＹＲ３/３（細粒炭化物・焼土粒少量。Ｂ面）�
１３　赤褐色砂質土　５ＹＲ３/６（５㎜大炭化物少量，焼土粒多量）�
１４　にぶい赤褐色土　５ＹＲ５/４（５㎜大炭化物・焼土粒少量，ＬⅣ粒多量）�
１５　暗赤褐色砂質土　５ＹＲ３/２（ＬⅣ粒・焼土粒多量）�
１６　明赤褐色砂質土　５ＹＲ５/６（炭化物・焼土粒多量）�
１７　黒褐色砂質土　５ＹＲ２/１（細粒炭化物多量。木炭層）�
１８　明黄褐色砂質土　１０ＹＲ６/８（ＬⅣ粒多量。構築廃土）�

図１５ ４号木炭窯跡（２）
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た�ａ～ｅの５層に分けられる。底面のＡ～Ｃ面に関連する遺構内堆積土は２６層（図９に�２２・２６，

図１８に�１～２６を示す）に分けられる。�１～５・１３～１６は天井の崩落に伴う堆積土である。�１７

・１９・２１は木炭層で５�前後の木炭片を多く含んでおり，操業に伴う堆積層と考えていることか

ら，これらの下に接した�１８・２０と基盤層の上面は底面のＡ～Ｃ面と考えている。底面とした�１８

・２０および基盤層の上面は，硬く焼き締まるが，焼土化は認められなかった。焚口付近に堆積した

�６～１２の７層は，窯跡廃絶後に焚口を塞いだ土と考えており，�１０・１２中には製鉄炉跡の炉壁

片，羽口が混入している。

本遺構の操業に伴うかき出し層および構築廃土は，図９下段土層断面Ａ－Ａ’，図１６右・下段の

土層断面Ａ－Ａ’・Ｂ－Ｂ’に示した操業に伴うかき出し層の�２２・２３・２６，構築廃土の�２４・２５の

堆積状況，図９左上に示したその堆積範囲から判断して，ＳＣ２・７に関連する堆積土に挟まれる

図１６ ５・７号木炭窯跡周辺

第３編 朴�Ｃ遺跡

１１２



形で堆積し，焚口から延びる「Ｖ」字形の溝跡内に平らに埋められ，さらに谷部へと排出していた

ことが分かる。このことから，焚口正面の「Ｖ」字状の溝跡は，作業場兼通路として使用された可

能性を考えている。

焼 成 室 焼成室の平面形は，図１７左側平面図に示したように隅丸長方形を基調とし，焚口側

に向かってすぼまる羽子板状を呈している。底面はＡ～Ｃ面の３面を確認した。Ｃ面の規模は，奥

壁裾から焚口までの長さ約５．１ｍ，焼成室の中央での最大幅１．４４ｍ，Ｃ面から天井までの高さ最大

０．８７ｍを測る。底面の傾斜は，図１８右下土層断面Ｆ－Ｆ’を見ると，いずれの面も焼成室側で約１０°

を測る。側壁は，図１７左下土層断面Ｂ－Ｂ’を見ると，窯跡内部が崩れずに遺存しており，断面形

はカマボコ状を呈することが分かった。側壁の表面は，硬く焼き締まり，ほとんどは煤が付着し黒

く変色する。壁を断ち割ったところ側壁から天井部の基盤層の色調は，焼成室内から外に向かって

青灰色・赤褐色に変色し，その厚さは最大２０�・２０�である。

煙道は，図１７左上，図１８右下土層断面Ｆ－Ｆ’に示したように焼成室の天井部分に当たるＬ�上

面で検出し，焚口から２．１ｍの位置に穿っている。規模は，最大直径０．２ｍ，検出面から焼成室の天

井までの長さ０．７６ｍを測る。壁を断ち割ったところ基盤層の色調は赤褐色を呈し，その厚さは最大

１０�を測る。煙道内堆積土は非常に柔らかい黄褐色土であった。

焚 口 焚口は，図１７右下の土層断面Ｃ－Ｃ’を見ると，天井部の無い状態が示してあるが，

断面形は本来カマボコ状を呈し，Ｃ面から天井まで０．９ｍほどの高さで遺存していた。Ａ面操業時

の焚口の底面は，図１７右中央の土層断面Ｄ－Ｄ’を見ると，構築当初のＣ面から０．３ｍ高い位置にあ

り，Ａ面からの焚口の高さは０．６ｍを測る。遺存した幅はＡ～Ｄ面いずれも約０．５ｍを測る。

作 業 場 作業場は，図１６右上，図１７左上に示したように，焚口正面を半円形状に削り込んだ

後，「Ｖ」字状の溝跡と連結させている。規模は，焚口正面から南西側末端までの長さ約６．７ｍ，上

端での最大幅約４．３ｍ，検出面から構築廃土の�２３・２６上面までの深さは最大１．５ｍを測る。この

「Ｖ」字形の溝跡は，図９左上に示した構築廃土やかき出し層の堆積状況から判断して，作業場兼

通路として利用された可能性を考えている。この溝跡は，ＳＣ７にも使用していた作業場兼通路

が，かき出し層や構築廃土に完全に埋まりきらずに残っていた部分である。

遺 物（図２２・２３，写真１２）

遺物は，窯跡内から１０�未満の木炭片が少量と，焚口を塞いでいた堆積土（�１０・１２）およびかき

出し層（�２２）中から製鉄炉跡の炉壁片５２．６�，羽口５７点が出土している。そのうち，４点の炉壁に

ついては図２２に，１１点の羽口は図２３に示し，炉壁では図面上側，羽口は図面左側が製鉄炉跡の上部

を示すよう図中に配した。図２２－７～９は２～３個の羽口が装着された製鉄炉跡下部の炉壁片で，

同図１０は炉壁下位に３個の羽口が装着されていた痕跡が認められる。いずれも厚さ７～８�の粘土

の上に２～２．５�間隔で羽口が配されている。図２３－１～９・１１・１２の羽口は，内面の形状で二つ

に分けられる。同図１～８・１１は羽口内面の断面形がラッパ状に大きく開くもので，同図９・１２で

は前者に比べその開き具合が顕著でない。また，羽口の厚さでも二分でき，同図９の厚さは１�ほ
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　５号木炭窯跡堆積土�
ａ　褐色砂質土　１０ＹＲ４/６（１０㎝大ＬⅣ塊少量）�
ｂ　黄褐色砂質土　１０ＹＲ５/６（炭化物微量，ＬⅣ粒多量）�
ｃ　褐色砂質土　１０ＹＲ４/４（５㎜大炭化物微量，１０㎝大ＬⅢ塊多量）�
ｄ　黄褐色砂質土　１０ＹＲ５/８（炭化物微量，ＬⅣ粒多量）�
ｅ　褐色土　１０ＹＲ４/６（炭化物微量，ＬⅢ粒多量）�
１　黄褐色砂質土　１０ＹＲ５/６（炭化物微量，ＬⅢ・Ⅳ粒少量）�
２　褐色土　１０ＹＲ４/６（ＬⅢ粒多量）�
３　黒褐色土　１０ＹＲ２/２（炭化物微量）�
４　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ５/４（焼土塊少量，ＬⅣ粒多量）�
５　暗赤褐色砂質土　５ＹＲ３/２（１０㎝大焼土塊多量）�
６　にぶい褐色土　７.５ＹＲ５/４（５㎜大炭化物少量，ＬⅢ粒多量）�
７　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ５/３（５㎜大炭化物微量，ＬⅢ粒多量）�
８　黄褐色土　１０ＹＲ５/６（ＬⅢ粒多量）�

９　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ５/３（ＬⅢ粒多量）�
１０　暗褐色土　１０ＹＲ３/３（炉壁片少量，ＬⅢ粒・５㎜大炭化物多量）�
１１　褐色土　１０ＹＲ４/６（ＬⅢ粒多量）�
１２　褐色土　１０ＹＲ４/３（炉壁片・炭化物少量，ＬⅢ粒多量）�
１３　明黄褐色砂質土　１０ＹＲ６/６（５㎜大炭化物・焼土粒微量，ＬⅣ粒多量）�
１４　明黄褐色砂質土　１０ＹＲ６/８（５㎜大焼土粒少量，ＬⅣ粒多量）�
１５　暗赤褐色砂質土　５ＹＲ３/２（ＬⅣ粒・焼土塊多量）�
１６　明黄褐色砂質土　１０ＹＲ６/８（５㎜大焼土粒少量，ＬⅣ粒多量）�
１７　黒褐色砂質土　５ＹＲ２/１（細粒炭化物多量。木炭層）�
１８　暗赤褐色砂質土　５ＹＲ３/３（焼土粒少量，細粒炭化物多量。Ａ面）�
１９　黒褐色砂質土　５ＹＲ２/１（細粒炭化物多量。木炭層）�
２０　暗褐色砂質土　１０ＹＲ３/３（焼土粒・炭化物少量）�
２１　黒褐色砂質土　５ＹＲ２/１（焼土粒少量・細粒炭化物多量）�
２２　黒褐色砂質土　５ＹＲ２/１（焼土粒少量・細粒炭化物多量）�
２３　暗赤褐色砂質土　５ＹＲ３/２（５㎜大炭化物・焼土粒少量）�
２４　褐色土　７.５ＹＲ４/４（５㎜大炭化物・焼土粒少量，ＬⅢ粒多量）�
２５　暗褐色砂質土　１０ＹＲ３/３（ＬⅣ粒・５㎜大炭化物少量）�
２６　暗赤褐色砂質土　２.５ＹＲ３/３（５㎜大・焼土粒炭化物少量）�
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どで，その他では５～８�と同図９に比べ薄手に作られている。

ま と め

本遺構は地下式登窯の木炭窯跡である。底面はＡ～Ｃ面の３面を確認し，Ｃ面の全長は５．１ｍを

測る。本遺構の新旧関係はＳＣ２よりも古く，ＳＣ７よりも新しい。操業時期は，９世紀後半頃と

考えている。

図１８ ５号木炭窯跡（２）
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７号木炭窯跡 ＳＣ７

遺 構（図９・１６・１９・２０，写真７～９）

本遺構は，調査区北側のＦ５，Ｇ５グリッドに位置し，Ｌ�上面で検出した。本遺構はＳＣ２・

５と重複し，いずれの遺構よりも古い。本遺構は斜面をトンネル状に掘り込んだ地下式の登窯で，

焚口は標高７５．７ｍ付近に設けている。本遺構は焼成室，焚口，作業場兼通路で構成され，焼成室の

奥壁から遺存した作業場兼通路の末端までの長さは１２．１ｍを測る。

遺構内堆積土 底面のＡ～Ｇ面に関連する遺構内堆積土は１８層（図９に�１・１６・１７，図２０に�１

～１８を示す）に分けられる。�１・２は天井の崩落に伴う堆積土である。�３・８・９・１２・１５は

木炭層で５�前後の木炭片を多く含んでおり，操業に伴う堆積層と考えていることから，これらの

下に接した�５・１０・１１・１３と基盤層の上面は底面のＡ～Ｇ面と考えている。また，�８・９・１５

は木炭層であるが，その上面が硬く焼き締まっていることから底面と考えている。底面の間に堆積

する�５～７・１７は，天井の崩落土と考えられる焼土塊を多く含み，人為的にならされている。Ａ

～Ｇ面および基盤層の上面は硬く焼き締まるが，焼土化は認められなかった。�１８は小穴内堆積土

である。

焼 成 室 焼成室の平面形は，図１９左上を見ると隅丸長方形を基調とし，焚口側に向かってす

ぼまる羽子板状を呈している。底面はＡ～Ｇ面の７面を確認した。規模は，奥壁裾から焚口までの

長さ約５ｍ，焼成室の中央での最大幅１．４ｍ，Ｇ面から天井までの高さ最大１．５ｍを測る。底面の傾

斜は，図２０左側土層断面Ｅ－Ｅ’を見ると，いずれの面も焼成室中央付近までは５°前後で，奥壁か

ら１．３ｍほど手前ではＡ～Ｅ面の傾斜は急になり１５～２０°を測る。側壁は，図１９右側土層断面Ｃ－

Ｃ’，図２０右側土層断面Ａ－Ａ’・Ｂ－Ｂ’を見ると，天井部が崩れているものの，断面形は焼成室

中央部でカマボコ状を，それ以外では隅丸五角形状を呈している。側壁の表面は，焼土化が顕著で

硬く焼き締まり，ほとんどは煤が付着し黒く変色する。壁を断ち割ったところ側壁中位から天井部

の基盤層の色調は，焼成室内から外に向かって青灰色・赤褐色を呈し，その厚さは最大１０�・１０�

である。

焚口に向かって左側で小穴（Ｐ１）を１個確認した。Ｐ１は，Ｇ面の操業に伴う木炭層下から確認

されたことから，窯の掘削に関連した小穴の可能性を考えている。

焚 口 焚口の断面図は，調査中に側壁が崩落したため示していないが，焚口に最も近い断

面図，図１９右土層断面Ｃ－Ｃ’を見ると調査時に崩落し天井部の無い状態が示してあるが，断面形

は隅丸五角形状を呈していたと考えている。Ａ面操業時の焚口の底面は，図２０左側土層断面Ｅ－

Ｅ’を見ると，構築当初のＧ面から０．３ｍ高い位置にあり，遺存した幅はＡ～Ｇ面いずれも約０．４ｍ

を測る。

作 業 場 作業場は，焚口の正面に位置し，「Ｖ」字状に掘り込んだ溝状を作業場兼通路として

いる。規模は，図１６左上の平面図，図１９左上平面図・下段の土層断面Ｄ－Ｄ’を見ると，焚口正面

第３編 朴�Ｃ遺跡
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から末端までの長さ約６．８ｍ，上端での最大幅約３．９ｍ，Ｌ�上面から構築廃土（�１７）底までの深さ

は最大２．２ｍを測る。

本遺構の操業に伴う構築廃土は，図９下段の土層断面Ａ－Ａ’，図１９下段の土層断面Ｄ－Ｄ’に示

した操業に伴う構築廃土の�１６・１７の堆積状況や，図９左上に示したそれらの堆積範囲から判断し

て，焚口から延びる「Ｖ」字形の溝跡底面を平らに埋め，さらにかき出し層を谷部へと排出してい

たと考えている。

遺 物

遺物は，１０�未満の木炭片のほかに，かき出し層中から３点の鉄滓が出土している。Ａ面操業時

の木炭層（�３）から出土した木炭片のうち１点をサンプリングし樹種同定した結果，コナラ属クヌ

ギ節（クヌギ，アベマキなど）という結果が示されている（付編２参照）。

出土した鉄滓は，煙道を塞ぐためなどの目的で運んできた炉壁に付着していたものが剥落したと

考えている。メタルチェッカーに反応のあった１点の鉄滓については，化学分析を行ったところ，

金属鉄を７％ほど含んだ製錬滓と分かった（付編３参照）。

ま と め

本遺構は地下式登窯の木炭窯跡である。底面はＡ～Ｇ面の７面確認され，Ｇ面の全長は５ｍを測

る。本遺構の新旧関係は，６基の地下式木炭窯の中で最も古い。操業時期は，９世紀中葉から後葉

と考えている。また，�３から出土したコナラ属クヌギ節の木炭片については放射性炭素の年代測

定を併せて行ったところ，炭素年代の補正値はＡＤ６７０～８７０年という結果を得ている（付編１参

照）。 （阿 部）

８号木炭窯跡 ＳＣ８

遺 構（図２１，写真１０）

本遺構は調査区北西側のＥ５・６グリッドの谷部に立地し，Ｌ�上面で検出した。平面形は西側

の丸い砲弾形を呈するが，本来の形状は隅丸長方形であったと考えている。規模は長軸３．６９ｍ，短

軸２．２９ｍ，検出面からの深さは東壁付近で０．２８ｍを測る。底面は平坦で，中央に１条の浅い溝跡を

検出した。溝跡の規模は，長さ２．８１ｍ，幅は０．２０～０．２５ｍで東壁に向かって「ハ」字状に広がって

いる。溝跡の深さは底面から５�，西側に向かうにつれて徐々に浅くなっている。底面のほぼ中央

部には，熱を受けて焼土化して赤褐色（図２１中の被熱変色範囲）を呈し，その厚さは最大３�であ

る。熱を受け焼土化した部分は，底面中央の溝跡側面にも認められた。周壁は，表土剥ぎの時に失

われた西壁を除いて，いずれも急な角度で立ち上がる。

遺構内堆積土は３層に分けられる。�１・２については，�２は周壁の崩落に起因するＬ�粒を

含み，�１・２にレンズ状の堆積状況が観察できることから，自然堆積土と考えている。底面は，

�３とした長さ２～５�，直径２～３�ほどの木炭片が堆積した層に広く覆われ，その厚さは最大

１５�である。
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図１９ ７号木炭窯跡（１）
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　７号木炭窯跡堆積土�
１　暗赤褐色砂質土　５ＹＲ３/６（５㎜大炭化物・焼土塊少量）�
２　赤褐色砂質土　２.５ＹＲ４/８（ＬⅣ塊・焼土塊多量）�
３　黒褐色砂質土　５ＹＲ２/１（細粒炭化物多量。木炭層，上層被熱硬化，Ａ面）�
４　暗赤褐色砂質土　５ＹＲ３/２（炭化物・焼土粒少量）�
５　にぶい赤褐色砂質土　５ＹＲ５/４（５㎜大炭化物少量，ＬⅣ塊多量）�
６　赤褐色砂質土　５ＹＲ４/８（ＬⅣ塊・焼土塊多量）�
７　灰黄褐色砂質土　１０ＹＲ５/２（焼土粒少量，ＬⅣ粒多量）�
８　黒褐色砂質土　５ＹＲ２/１（細粒炭化物多量。木炭層）�
９　黒褐色砂質土　５ＹＲ２/１（細粒炭化物多量。木炭層，上層被熱硬化，Ｂ面）�
１０　褐色砂質土　１０ＹＲ４/５（炭化物少量，ＬⅣ粒多量）�

�
１１　灰黄褐色砂質土　１０ＹＲ５/２（焼土粒少量，ＬⅣ粒多量。Ｃ面）�
１２　黒褐色砂質土　５ＹＲ２/１（細粒炭化物多量。木炭層）�
１３　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ５/３（焼土粒少量，ＬⅣ塊多量。上層被熱硬化，Ｄ面）�
１４　赤褐色砂質土　５ＹＲ４/８（ＬⅣ粒・焼土粒多量）�
１５　黒褐色砂質土　５ＹＲ２/１（細粒炭化物多量。木炭層，上層被熱硬化，Ｅ面）�
１６　黄褐色砂質土　１０ＹＲ５/６（炭化物微量，ＬⅣ粒多量）�
１７　褐色砂質土　１０ＹＲ４/５（炭化物少量，ＬⅣ粒多量）�
１８　暗褐色砂質土　１０ＹＲ３/３（ＬⅣ粒・５㎜炭化物少量。Ｐ１）�

赤褐色被熱変色範囲�

青灰色被熱変色範囲�

図２０ ７号木炭窯跡（２）
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Ｓ1
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3
2

LⅢ�

LⅢ�

　８号木炭窯跡堆積土�
１　暗褐色土　１０ＹＲ３/３（５㎜大炭化物少量）�
２　褐色土　１０ＹＲ４/４（１㎝大炭化物少量,ＬⅢ粒多量）�
３　黒褐色土　５ＹＲ２/１（焼土塊少量，２～５㎝大木炭多量）�
４　褐色土　１０ＹＲ４/４（５㎜大炭化物微量，ＬⅢ粒少量）�
�

赤褐色被熱変色範囲�

８号木炭窯跡�

掘り過ぎ�

遺 物

遺物は，�１から弥生土器片４点，�３の上位から製鉄炉跡の炉壁片１点が出土し，いずれも小

片であるため図示していない。底面に堆積した木炭片については，一部を採取し樹種同定を行った

ところコナラ属コナラ節（コナラ，ナラガシワなど）という結果が示されている（付編２参照）。

ま と め

本遺構は，底面の焼土化の状況や溝跡の存在や，底面直上に多量の木炭片が堆積していたことか

ら，木炭窯跡と考えている。遺構内堆積土には，被熱した窯跡の天井部分の焼土塊が含まれないこ

とから，伏焼手法で木炭を焼成した窯跡であると考えている。底面中央の浅い溝跡は，排煙や集水

の機能を持っていたと考えている。底面の焼土化・硬化の程度はそれほど強くなく，還元反応も認

図２１ ８号木炭窯跡
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　黒色処理�

スサ方向� 粘土積上痕� 溶着滓範囲�

１（ＳＣ２�２３）�
口径：１１.８㎝�
底径：４.１㎝�
器高：４.７㎝�

２（ＳＣ２�２３）�
口径：１３.７㎝�
底径：４.５㎝�
器高：４.５㎝�

４（ＳＣ２�２３）�
口径：（１３.５）㎝�
底径：（６.４）㎝�
器高： ５.２㎝�

５（ＳＣ２�２３）�
口径：（１４.２）㎝�
器高：［９.０］㎝�

７（ＳＣ５�２２）�
　　炉壁長　　：［２６.９］㎝�
羽口吸気部外径：［７.２］㎝�
羽口吸気部内径：［６.１］㎝�
　　羽口長　　：［１８.３］㎝�

９（ＳＣ５�１２）�
　　炉壁長　　：［２３.１］㎝�
羽口吸気部外径：［７.５］㎝�
羽口吸気部内径：［６.４］㎝�
　　羽口長　　：［１１.４］㎝�

８（ＳＣ５�１２）�
　　炉壁長　　：［２５.２］㎝�
羽口吸気部外径： ７.２㎝�
羽口吸気部内径： ６.４㎝�
　　羽口長　　：［１１.８］㎝�

６（ＳＣ２�２３）�
口径：（６.６）㎝�
器高：［９.０］㎝�

３（ＳＣ２�２３）�
底径：５.４㎝�
器高：［２.５］㎝�

１０（ＳＣ５�１２）�
炉壁幅：［１７.５］㎝�
炉壁長：［４６.０］㎝�

０� ２０㎝�
（1/6）�

０� ２０㎝�
（1/8）�

０� １０㎝�
（1/3）�

1～6

7～9 10

められないことから，使用頻度はそれほど多くなかったと考えている。

時期については，�３上位から炉壁片が出土したことから平安時代またはそれ以降であることは

確認できたが，その他の出土遺物が少なく特定は難しい。そこで，�３に堆積したコナラ属コナラ

節の木炭片については放射性炭素の年代測定を併せて行ったところ，炭素年代の補正値はＡＤ

１，２２０～１，３００年という結果を得た（付編１参照）。このことを参考にすると，本遺構は中世の所産で

ある可能性が高いと考えている。 （ 林 ）

図２２ 木炭窯跡周辺出土遺物（１）
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溶着滓範囲�

還元範囲�

熱変化範囲�

１（ＳＣ５�２２）�
吸気部外径：　７.５㎝�
吸気部内径：　５.９㎝�
　　長　　：［１４.４］㎝�

６（ＳＣ５�２２）�
吸気部外径：　８.３㎝�
吸気部内径：　７.３㎝�
　　長　　：［１３.４］㎝�

１１（ＳＣ５�１２）�
吸気部外径：６.４㎝�
吸気部内径：５.８㎝�
　　長　　：［８.２］㎝�

１２（ＳＣ５かき出し層）�
吸気部外径：　７.４㎝�
吸気部内径：　４.６㎝�
　　長　　：［１１.０］㎝�

８（ＳＣ５�２２）�
吸気部外径：　６.９㎝�
吸気部内径：　６.２㎝�
　　長　　：［１０.８］㎝�

７（ＳＣ５�１２）�
吸気部外径：　７ ㎝�
吸気部内径：　６.１㎝�
　　長　　：［１２］㎝�

２（ＳＣ５�１２）�
吸気部外径：　７.４㎝�
吸気部内径：　６.５㎝�
　　長　　：［１４.３］㎝�

３（ＳＣ５�１２）�
吸気部外径：　６.１㎝�
吸気部内径：　４.８㎝�
　　長　　：［１３.５］㎝�

４（ＳＣ５かき出し層）�
吸気部外径：　６.0 ㎝�
吸気部内径：　４.８㎝�
　　長　　：［１２.０］㎝�

９（ＳＣ５かき出し層）�
長：［１１.４］㎝�

１０（ＳＣ１かき出し層）�
長：［１１.６］㎝�

５（ＳＣ５�２２）�
吸気部外径： ７.０㎝�
吸気部内径： ６.０㎝�
　　長　　：［１２.２］㎝�

０� １０㎝�
（1/4）�

第３節 土 坑

朴�Ｃ遺跡では６基の土坑の調査を実施した。そのうち２基が北西へと延びる谷部に位置し，残

りは西向き丘陵斜面で確認した。１号土坑についてはその東半分が調査区の外へ延びていることか

ら西半分のみ調査を実施した。調査の過程で土坑と認定できないことが確認できたものについて

は，欠番とした。欠番とした土坑は３号土坑である。

図２３ 木炭窯跡周辺出土遺物（２）
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１号土坑 ＳＫ１（図２４，写真１０）

本遺構は調査区東縁のＦ４グリッドに位置する。本遺構はＳＣ２の精査時に西側断面のみを確認

し，東側部分は調査区外へと延びている。平面形はＳＣ２の精査時に壊してしまい不明である。掘

り込み面はＬ�上面，図２４左上の土層断面から確認できた規模は，上端で約１６４�，底面縁で約９０

�，Ｌ�上面から底面までの深さは１２２�を測る。底面は平坦で，周囲に幅約１０�，深さ約７�の

浅く細い溝状の掘り込みが認められる。周壁は，上端上部は崩れて傾斜が緩くなっているが，その

他ではほぼ直立している。遺構内堆積土は１０層に分けられ，いずれの層にも周壁の崩落に起因する

Ｌ�またはＬ�粒を含んでいることから自然堆積土と考えている。

本遺構から遺物は出土していない。

本遺構は断面形状のみが確認できた土坑であるが，形態から縄文時代の落し穴状土坑の可能性を

考えている。

２号土坑 ＳＫ２（図２４，写真１０）

本遺構は調査区西寄りのＥ６グリッドの谷部に位置し，Ｌ�上面で検出した。平面形は不整な円

形で，規模は直径１０４�，検出面からの深さは２８�を測る。底面は平坦で，周壁の立ち上がりは比

較的緩やかである。遺構内堆積土は２層に分けられる。�１・２ともに炭化物を含み，レンズ状の

堆積状況が観察されることから自然堆積土と考えている。本遺構から遺物は出土していない。

本遺構は円形の土坑であることだけ確認されたが，機能については不明である。時期についても

出土遺物がなく不明である。

４号土坑 ＳＫ４（図２４，写真１１）

本遺構は調査区西寄りＥ６グリッドの谷部に位置し，Ｌ�上面で検出した。本遺構はＳＤ４と重

複し，ＳＤ４よりも古い。平面形は不整楕円形であり，規模は長軸１９７�，短軸１４９�，検出面から

の深さは６９�を測る。底面は概ね緩やかな曲線を描き，南壁際で比較的平坦な面をもつ。周壁は，

北壁でややオーバーハングし，南壁では約６０°と急な角度で立ち上がる。遺構内堆積土は６層に分

かれる。各層とも周壁の崩落に起因したＬ�粒を含み，レンズ状の堆積状況が観察できることから

自然堆積土と考えている。本遺構から遺物は出土していない。

本遺構については楕円形の土坑であることだけ確認されたが，機能については不明である。時期

については，ＳＤ４よりも古いということだけ確認されたが，出土遺物がなく特定できなかった。

５号土坑 ＳＫ５（図２４，写真１１）

本遺構は調査区東側の斜面，Ｇ６グリッドに位置し，Ｌ�上面で検出した。平面形は隅丸長方形

で，長軸方向はＮ約４０°Ｗである。規模は，長軸１３６�，短軸７１�，検出面からの深さは１６～３１�を

第３節 土 坑
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測る。底面はほぼ平坦で，周壁の北半分は焼土化し，立ち上がりはほぼ垂直である。遺構内堆積土

は３層に分かれる。各層に炭化物が混入し，レンズ状の堆積状況が観察されることから自然堆積土

と考えている。本遺構から遺物は出土していない。

本遺構は，形態と壁が焼土化していることから木炭を焼成した土坑と考えている。時期について

は，出土遺物が無いため不明である。

６号土坑 ＳＫ６（図２４，写真１１）

本遺構は，調査区北寄り斜面，Ｅ５グリッドに位置し，Ｌ�上面で検出した。本遺構の南東半分

については表土剥ぎ時に壊してしまい，平面形はＳＫ５と同様に隅丸長方形であったと考えてい

る。遺存した規模は，東西長約１１１�，南北長約５０�，検出面からの深さは１２�を測る。底面はほ

ぼ平坦で，北側の壁は急な角度で立ち上がる。遺構内堆積土は２層に分けられる。�１・２ともに

５�大の炭化物を含んでいる。堆積土がわずかにしか残っていなかったことから，堆積状況を判断

できなかった。本遺構から遺物は出土していない。

本遺構は，形態からＳＫ５と同様に木炭を焼成した土坑と考えている。時期については，出土遺

物が無いため不明である。 （ 林 ）

７号土坑 ＳＫ７（図２５，写真１１）

本遺構は，調査区東縁のＧ５グリッドに位置し，Ｌ�上面で検出した。本遺構はＳＣ１・５と重

複し，本遺構が新しい。平面形は，土層断面Ｂ－Ｂ’の位置において円形状に掘り込まれていたも

のと考えている。円形に掘り込んだ後，壁面下部から南・北・東側の三方向へトンネル状の掘り込

みをしている。円形状の掘り込みの規模は，直径約８５�，検出面からの深さは約２５０�を測る。底

面は，土層断面Ｂ－Ｂ’・Ｄ－Ｄ’を見るとほぼ平坦で，周壁は底面から１００�の高さまでオーバー

ハングし，それより上位では急な角度で立ち上がっている。遺構内堆積土は１０層に分けられ，いず

れの層にも周壁の崩落に起因するＬ�やＬ�粒が見られ，レンズ状の堆積状況が観察できることか

ら自然堆積土と考えている。

三方向に延びるトンネル状の掘り込み部分の規模は，底面からの高さ８５～９０�，円形状の掘り込

み部分からの長さは北側で約１８０�，南側で約７０�を測る。東側のトンネル状の掘り込みは，調査

区の外へと続いてゆくため末端を確認できなかった。トンネル状の掘り込み内の堆積土は３～４層

に分けられ，いずれの層にも周壁の崩落に起因するＬ�粒が見られることから自然堆積土と考えて

いる。本遺構から遺物は出土していない。

本遺構は，円形の掘り込みと，三方向に延びるトンネル状の掘り込みからなる土坑で，形態から

粘土採掘坑の可能性を考えている。時期については，ＳＣ１・５よりは新しいことだけ確認できた

が，出土遺物が無いため特定できなかった。 （阿 部）

第３編 朴�Ｃ遺跡

１２４



０� １ｍ�
（1/30）�（1/40）�

０� ２ｍ�

焼土化範囲�

SK1・4 SK2・5・6

Ａ�80.80ｍ�

Ａ�75.20ｍ�
Ａ′�

Ａ′�

Ａ
�

Ａ
′�

Ａ
�
Ａ
′�

1
1

2

2

3

4

56 7
8

9
10

10

LⅣ�

LⅣ�

LⅣ�

Ａ�75.20ｍ� Ａ′�

Ａ
�

Ａ
′�

1
2

LⅣ�

Ａ
� 7
7.
00
ｍ
�

Ａ
′�

Ａ
�

Ａ
′�

1 2
3

L
Ⅳ
�

Ａ
� 7
5.
10
ｍ
�

Ａ
′�

Ａ
�

Ａ
′�

1

2
7

5

6

3
4

7

L
Ⅳ
�

L
Ⅳ
�

L
Ⅲ
�

Ｓ
Ｄ
４
�

L
Ⅲ
�

LⅢ�

LⅢ�
LⅡ�

LⅠ�

Ｆ4

ＳＣ２�

ＳＣ４�

ＳＤ１�

ＳＣ１・７�

ＳＣ５�

Ｇ4

Ｅ5

Ｇ6

Ｓ1.5

Ｇ6

Ｅ1.5�
Ｓ1.5

Ｇ6

Ｅ1.5�
Ｓ3

Ｅ6

Ｅ3�
Ｓ3

Ｅ5

Ｅ5�
Ｓ3

Ｅ5

Ｅ5�
Ｓ4

Ｅ5

Ｅ4�
Ｓ4

Ｅ6

Ｅ3�
Ｓ5

Ｅ6

Ｅ5�
Ｓ5

Ｅ6

Ｅ5，Ｓ3

Ｅ6

Ｅ1.5�
Ｓ4.5

Ｅ6

Ｅ3�
Ｓ4.5

Ｅ6

Ｅ1.5�
Ｓ5.5

Ｅ6

Ｅ3�
Ｓ5.5

１号土坑�

２号土坑�

５号土坑�

４号土坑�

６号土坑�

Ｇ5

Ｅ5

　１号土坑堆積土�
１　褐色土　１０ＹＲ４/６（ＬⅢ塊多量）�
２　暗褐色土　１０ＹＲ３/３（ＬⅢ粒微量）�
３　褐色土　１０ＹＲ４/４（ＬⅢ粒少量）�
４　にぶい褐色土　１０ＹＲ４/３（５㎜大炭化物・焼土粒微量，ＬⅢ粒少量）�
５　暗褐色土　１０ＹＲ３/３（ＬⅢ粒微量）�
６　にぶい褐色土　１０ＹＲ４/３（ＬⅢ粒少量）�
７　褐色土　１０ＹＲ４/４（３㎝大ＬⅢ塊少量）�
８　明黄褐色砂質土　１０ＹＲ５/６（５㎜大炭化物微量，ＬⅣ粒多量）�
９　褐色土　１０ＹＲ４/４（ＬⅢ粒少量）�
１０　明黄褐色砂質土　１０ＹＲ５/６（ＬⅣ粒多量）�

　４号土坑堆積土�
１　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ４/３（５㎜大炭化物微量，ＬⅢ粒多量）�
２　明褐色土　７.５ＹＲ５/６（５㎜大炭化物微量，ＬⅢ粒少量）�
３　褐色土　１０ＹＲ４/６（ＬⅢ粒多量）�
４　にぶい黄褐色土　１０ＹＲ４/３（ＬⅢ粒少量）�
５　明褐色土　７.５ＹＲ５/６（ＬⅢ粒少量）�
６　黒褐色土　１０ＹＲ２/３（ＬⅢ粒微量）�
７　褐色土　１０ＹＲ４/６（ＬⅢ粒多量）�

　２号土坑堆積土�
１　黒褐色砂質土　１０ＹＲ２/３（ＬⅣ粒・５㎜大炭化物少量）�
２　褐色砂質土　１０ＹＲ４/４（５㎜大炭化物微量，ＬⅣ粒多量）�
�

　５号土坑堆積土�
１　暗褐色土　１０ＹＲ３/３（５㎜大炭化物少量）�
２　褐色土　７.５ＹＲ４/４（５㎜大炭化物微量，ＬⅢ粒多量）�
３　黒褐色土　７.５ＹＲ２/３（ＬⅢ粒・１㎝大木炭少量）�

　６号土坑堆積土�
１　褐色土　１０ＹＲ４/６（５㎜大炭化物微量，ＬⅢ粒多量）�
２　暗褐色土　１０ＹＲ３/３（５㎜大焼土粒少量，５㎜大炭化物多量）�
�

図２４ １・２・４～６号土坑
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７号土坑�

　７号土坑堆積土�
１　褐色土　１０ＹＲ４/６（ＬⅢ粒多量）�
２　褐色土　１０ＹＲ４/４（５㎜大炭化物微量，ＬⅢ粒多量）�
３　明黄褐色砂質土　１０ＹＲ６/８（ＬⅢ粒微量，ＬⅣ粒多量）�
４　明褐色砂質土　７.５ＹＲ５/８（ＬⅢ粒少量，ＬⅣ粒多量）�
５　黄褐色砂質土　１０ＹＲ６/８（炭化物少量，ＬⅣ粒多量）�
６　明褐色砂質土　７.５ＹＲ５/８（ＬⅢ粒・炭化物少量，ＬⅣ粒多量）�
７　黄褐色砂質土　１０ＹＲ５/８（炭化物微量，ＬⅣ粒多量）�
８　黄褐色砂質土　１０ＹＲ５/６（ＬⅣ粒多量）�
９　にぶい黄褐色砂質土　１０ＹＲ５/４（５㎜大炭化物・焼土粒微量，ＬⅣ粒多量）�
１０　黄褐色砂質土　１０ＹＲ５/８（５㎜大炭化物・焼土粒微量，ＬⅣ塊多量）�
１１　褐色砂質土　７.５ＹＲ４/４（５㎜大炭化物・焼土粒少量，ＬⅣ粒多量）�
１２　黄褐色砂質土　１０ＹＲ５/６（５㎜大炭化物少量，ＬⅣ粒多量）�
１３　にぶい黄褐色砂質土　１０ＹＲ５/４（５㎜大炭化物微量，ＬⅣ粒多量）�
１４　黄褐色砂質土　１０ＹＲ５/８（ＬⅣ塊多量）�

�

掘
り
過
ぎ�

第４節 溝 跡

朴�Ｃ遺跡では，４条の溝跡を確認した。そのうちＳＤ４は北西へと延びる谷部に，残りの溝跡

は西向きの丘陵斜面において確認した。ＳＤ３については，西側部分の調査のみを実施した。

１号溝跡 ＳＤ１（図２・２６，写真１１）

本遺構は調査区北側の斜面に位置し，Ｌ�上面で検出した。図２６右の土層断面Ａ－Ａ’を見ると，

Ｌ�を掘り込んでいることが分かる。本遺構は，ＳＤ２と並行して東西方向に延びる。ＳＣ１～

３，ＳＤ３と重複し，いずれの遺構よりも新しい。規模は，長さ３４．３ｍ，上端での幅は０．６５～１．５ｍ，

底面幅は約１ｍ，検出面からの深さは西端で０．３４ｍ，東端で０．８５ｍを測る。底面はほぼ平坦で，周

壁は緩やかな角度で立ち上がっている。堆積土は４層に分けられ，いずれの層にもレンズ状の堆積

状況が観察できることから，自然堆積土と考えている。本遺構内から遺物は出土していない。

図２５ ７号土坑

第３編 朴�Ｃ遺跡
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本遺構は，等高線に対して４０～４５°の角度で東西に延び斜面移動が容易になっていることや断面

の形状から，道として使用されたものと考えている。時期については，ＳＣ１～３，ＳＤ３よりも

新しいということが確認されただけで，出土遺物が無いことから特定できなかった。

２号溝跡 ＳＤ２（図２・２６，写真１１）

本遺構は調査区北側の斜面に位置し，Ｌ�上面で検出した。図化していないが，西壁においてＬ

�上面を掘り込んでいることを確認している。本遺構から東側に２ｍ離れて，ＳＤ１が並行してい

る。規模は，途切れているが長さ２２ｍ，上端での幅は０．５７～０．９ｍ，底面幅約０．６ｍを測る。堆積土

は図化していないが暗褐色砂質土の単一層で，人為堆積土あるいは自然堆積土かの判断はできな

かった。本遺構内から遺物は出土していない。

本遺構は，道として使用されたものと考えている。時期については，形態やＳＤ１と並行するこ

とから，ＳＤ１とほぼ同じころと考えているが，出土遺物が無いことから特定できない。

３号溝跡 ＳＤ３（図２・２６）

本遺構は，調査区東縁の斜面に位置し，Ｌ�上面で検出した。本遺構はＳＣ３，ＳＤ１と重複し，

ＳＣ３より新しく，ＳＤ１より古い。遺構の東部分は調査区外へと延びているため，西側部分のみ

の調査を実施した。確認できた規模は，長さ４．３ｍ，上端での幅は最大３ｍ，底面幅は約０．５ｍ，検

出面からの深さは最大約１．８ｍを測る。底面はほぼ平坦で，南壁は急な角度で立ち上がっている。

北壁は，崩落のためか中位に段が形成され，本来は南壁に比べ緩い角度で立ち上がっていたものと

考えている。堆積土は７層に分けられ，いずれの層にも周壁の崩落に起因するＬ�またはＬ�粒が

含まれていることから，自然堆積土と考えている。本遺構から遺物は出土していない。

本遺構は，東部分が調査区外に延び全貌は明らかではないが，北に向かって舌状に張り出した丘

陵頂部南側を区画した溝跡の可能性を考えている。時期については，重複関係からＳＤ１より古く，

ＳＣ３より新しいことは確認できたが，出土遺物が無く特定することはできなかった。 （ 林 ）

４号溝跡 ＳＤ４（図２・２７，写真１１）

本遺構は，調査区北側の谷部に位置し，Ｌ�上面で検出した。本遺構は東西方向に延び，規模は

長さ６．８ｍ，上端での幅は最大２ｍ，底面幅は約０．４ｍ，検出面からの深さは最大約０．２ｍを測る。

底面はほぼ平坦で，底面上から１０�大の木炭片がわずかに出土した。周壁については，北壁は急な

角度で立ち上がり，北壁は緩やかに立ち上がっている。堆積土は２層に分けられ，いずれの層にも

炭化物を含み，レンズ状の堆積状況が確認できることから自然堆積土と考えている。本遺構から遺

物は木炭片以外に出土していない。

本遺構は，東西方向に延びた浅い溝跡であることを確認した。本遺構の延長方向にＳＣ１～３・

５・７が立地することを考慮すると，本遺構は推定される製鉄炉跡（図１黒丸印）から木炭窯跡まで

第４節 溝 跡
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１号溝跡�

２号溝跡�

　１号溝跡堆積土�
１　褐色砂質土　１０ＹＲ４/４（ＬⅣ粒・５㎜大炭化物少量）�
２　暗褐色砂質土　１０ＹＲ３/４（ＬⅣ粒・５㎜大炭化物少量）�
３　暗褐色砂質土　１０ＹＲ３/４（ＬⅣ粒・５㎜大炭化物少量）�
４　暗褐色砂質土　１０ＹＲ３/４（ＬⅣ粒・５㎜大炭化物少量）�
　３号溝跡堆積土�
１　褐色土　１０ＹＲ３/２（ＬⅢ粒・５㎜大炭化物少量）�
２　褐色土　１０ＹＲ４/６（ＬⅢ粒・５㎜大炭化物少量）�
３　にぶい黄褐色砂質土　１０ＹＲ５/３（５㎜大炭化物少量，ＬⅣ粒多量）�
４　黄褐色砂質土　１０ＹＲ５/８（５㎜大炭化物少量，ＬⅣ粒多量）�
５　褐色砂質土　１０ＹＲ４/４（５㎜大炭化物少量，ＬⅣ粒多量）�
６　灰黄褐色砂質土　１０ＹＲ４/２（５㎜大焼土粒少量，ＬⅣ粒・炭化物多量）�
７　にぶい赤褐色砂質土　２.５ＹＲ４/４（５㎜大炭化物少量，ＬⅣ粒・焼土粒多量）�
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　４号溝跡堆積土�
１　暗褐色砂質土　１０ＹＲ３/４（ＬⅣ粒少量，５㎜大炭化物多量）�
２　にぶい黄褐色砂質土　１０ＹＲ５/４（２㎝大木炭少量，ＬⅣ粒多量）�

の往来に用いられた道である可能性が高い。時期については，出土遺物が木炭片のみで特定するこ

とは難しいが，木炭窯跡との関連性から平安時代の可能性を考えている。 （阿 部）

第５節 遺 物 包 含 層

朴�Ｃ遺跡の発掘調査では，調査区北側の谷部および南側の丘陵頂部の計２箇所で，わずかな土

器出土量の遺物包含層を確認した。これらの出土層位については，第２章第１節で報告している。

遺物の出土状態

２箇所の遺物包含層からは，合計９５点の土器が出土している。このうち調査区北側の西向き斜面

裾部周辺において遺物を確認した。出土層位はＬ�または木炭窯跡周辺の構築廃土中で，出土土器

はＤ５，Ｆ４～６，Ｇ４・５の計６グリッドから８５点の土器片を確認した。その内訳は縄文土器片

１点，弥生土器片８４点である。もう１箇所は調査区南側の丘陵頂部において遺物包含層を確認し

た。出土層位はＬ�で，出土土器はＩ１１グリッドから１１点の弥生土器片を確認した。

また，遺構外出土遺物については，１０ｍグリッドを４分割した一辺５ｍの方眼ごとに取り上げ

た。この４分割した方眼は，北西から時計回りに「１～４」と番号を付し，例えば，Ｄ５グリッド

の４番目のマスから出土した場合，「Ｄ５－４」と表示し，併せて遺物の出土層位も付した。

遺 物 （図２８）

図２８－１の深鉢形土器片は，器面の摩滅により不鮮明ではあるが，内外面に条痕文が施された縄

文時代早期後葉の条痕文土器である。

同図－２～１３は，弥生土器片である。同図２～４は壷あるいは甕形土器片と考えられ，２は櫛描

文，３は斜縄文，４は撚糸文を施す。同図３・４は弥生時代中期後葉の桜井式に比定される。同図

５～１２は同一個体の壷あるいは甕形土器片で，弥生時代後期のものと考えている。複合口縁部から

図２７ ４号溝跡
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１０㎝�

（2/5）�

頸部付近にかけては無文を主体とするが，５の口縁端部には摩滅し不鮮明であるが斜縄文を施した

痕跡が認められる。胴部には斜縄文を施している。同図１３は弥生時代中期後葉の桜井式に比定され

る高杯の脚部片である。器面には単一の沈線で重菱文を描き，その沈線の隙間には部分的に縄文原

体を押圧している。 （阿 部）

第３章 ま と め

朴�Ｃ遺跡の発掘調査で検出された遺構は，木炭窯跡７基，土坑６基，溝跡４条である。７基の

木炭窯跡のうち，６基は地下式の登窯で，残りの１基（ＳＣ８）は開放窯形態の木炭窯跡である。以

下に，６基の地下式木炭窯跡と，それ以外の木炭窯跡についてまとめる。

地下式木炭窯跡

６基の地下式木炭窯は，調査区北側の西向き斜面に位置し，１８０�と狭い面積内に造られている。

秋から冬にかけて吹く強い北風，西風が，各焚口に直接吹き込まない位置に造られている。

２・４号木炭窯跡と，１・３・５・７号木炭窯跡がそれぞれ重複する。新旧関係は，重複関係か

ら７号－５号－２号－１号－３号木炭窯跡の順で造られていることが分かった。４号木炭窯跡につ

図２８ 遺物包含層出土遺物

第３編 朴�Ｃ遺跡
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いては，２号木炭窯跡に先行して造られていることが土層断面から観察できたが，単独で造られて

いた窯跡なのか，５・７号木炭窯跡のいずれと時期を同じくして造られたかについては分からな

かった。６基の地下式木炭窯跡の所属時期は，出土遺物から概ね９世紀中葉から後葉と考えている。

焼成室の平面形は，焼成室の不明は３号木炭窯跡と１号木炭窯跡Ａ～Ｄ面を除いて，残りの４基

と１号木炭窯跡Ｅ～Ｉ面では丸みを帯びているが概ね羽子板状を呈している。１号木炭窯跡Ａ～Ｄ

面については，昭和時代の大竹式木炭窯跡を想起させるような，卓球のラケット状を呈する。焼成

室の規模は，遺存した奥壁から焚口までの長さは１号木炭窯跡Ａ～Ｄ面で最小の３．１ｍ，その他で

は４．３～５．１ｍを測る，焼成室の幅は１．４～２．５ｍで，最大は１号木炭窯跡Ａ～Ｄ面において２．５ｍ，

最小は５・７号木炭窯跡において１．４ｍを測る。焚口が良好に遺存していたものは５号木炭窯跡で，

廃絶後に客土と炉壁で焚口を塞いでいる状況を確認した。

操業面数は，１基あたりの平均操業面は５面で，最も多かったのは１号木炭窯跡の９面で，他に

３・４号木炭窯跡では４面，２・５号木炭窯跡では３面であった。

煙道は，５号木炭窯跡のみで良好な状態で確認できた。５号木炭窯跡の煙道は，焼成室のほぼ中

央にあたる天井部に，直径約２０�の穴をほぼ垂直に掘り込んでいる。他の木炭窯跡では，煙道位置

を推定できるような痕跡を確認することができなかったが，基本的にすべての木炭窯跡に煙道が設

けられていたものと考えている。

作業場兼通路については，１・３～５・７号木炭窯跡については，焚口正面部分（前庭部）に続い

て溝状に基盤層を掘り込んで造っている。２号木炭窯跡では，前段階に造られ潰れた木炭窯跡のく

ぼみを平らに埋めた焚口正面部分を作業場として利用していたが，それに続く溝状の掘り込みが存

在したかどうかについては確認できなかった。しかし，２号木炭窯跡についても，他の５基の例と

同様に溝状の作業場兼通路が付随したと考えている。出来上がった木炭は，この作業通路を通り谷

部へ降り，通路とした４号溝跡を通って供給場所（図１中黒丸印）へ運ばれたと考えている。

今回の調査では，地下式木炭窯跡を主に検出したが，その供給場所として推定される製鉄炉跡が，

木炭窯跡から谷に沿って北西へ約１５０ｍの地点，図１左上の黒丸印の位置にある。推定された供給

先は，北西へと延びる丘陵の末端で，その南側裾部において流出滓が採集できる。５号木炭窯跡の

焚口を塞いでいた堆積土中に混入した炉壁・羽口は，ここから持ち込まれた可能性が高い。

５号木炭窯跡から出土した製鉄炉跡の炉壁片（図２２－７～１０）を観察すると，炉形は箱形炉と考え

られ，炉底に横長の粘土ブロックを設置し，その上に５．５～６�の心間距離をおいて羽口を並べ，

その隙間に小さな粘土塊を詰め，さらにその上に横長の粘土ブロックを載せて，炉を構築していっ

たことが分かる。一方，浪江町大字井出にある太刀洗遺跡１次調査の２号廃滓遺構（９世紀前半。山

内他２００５）から出土した同じく箱形炉の炉壁と見比べると，太刀洗遺跡の炉壁は羽口を縦長の粘土

ブロックに挟み，さらに羽口の上下から粘土で押さえ固定したことが分かり，本遺跡から出土した

炉壁とは異なった手法で羽口を装着し，炉を構築していた。この羽口の装着方法の変遷について

は，南相馬市鹿島区の金沢地区製鉄遺跡群において若干検討されており，それによると本遺跡出土
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１３１



の炉壁は太刀洗遺跡のものより後出する手法であるとしている（寺島他１９９５）。

開放型木炭窯跡

８号木炭窯跡については，天井を設けない開放窯形態とされる木炭窯跡で，木炭を伏焼法で焼成

したと考えている。福島県内での類例は，本遺跡の８号木炭窯跡を入れて１４例（福島県いわき市駒込

遺跡：１～２号土坑，同市馬場Ａ遺跡：９号土坑，楢葉町下小塙上ノ原遺跡：３３号土坑，富岡町上郡Ａ遺

跡：１～３号木炭窯跡，大熊町上平Ａ遺跡：１号木炭窯跡，双葉町八房平Ｂ遺跡：１号木炭窯跡，南相馬市

原町区八重米坂Ａ遺跡：２５０号土坑，同市同区八重米坂Ｂ遺跡：１１・１２号土坑）確認されている。１４例の平

面形状は，駒込遺跡３号土坑と上平Ａ遺跡では長い楕円形状，その他では隅丸長方形を呈する。ま

た，これらは底面中央に浅い溝を確認できるか否かで大別できる。

底面に浅い溝を伴った例は，本遺跡の８号木炭窯跡の他に，いわき市駒込遺跡の１・２号土坑

（石本他１９９５），大熊町上平Ａ遺跡の１号木炭窯跡（山内他２００３），双葉町八房平Ｂ遺跡の１号木炭窯跡

（松本他２００５）の５例が挙げられる。底面中央の浅い溝跡は，排煙・集水の機能を持っていたと考え

ている。５基の底面規模は長軸３．４～５．６ｍ，底面短軸１．７～２ｍを測り，前述した地下式木炭窯跡

の底面積規模と比べると，ほぼ同程度の大きさである。この木炭窯跡で焼成された樹種は，同定結

果からコナラ属コナラ節（コナラ，ナラガシワなど），コナラ属クヌギ節（クヌギ，アベマキなど）と

いう結果が示されている。また，底面中央に溝を持った形態の開放型木炭窯跡の時期については，

大熊町上平Ａ遺跡と双葉町八房平Ｂ遺跡での例で，出土木炭の年代測定を実施したところ，いずれ

も補正値がＡＤ１，２２０～１，３９０年の間で算出されたことから中世の遺構の可能性が考えられる。

ちなみに，底面に溝を持たない木炭窯跡の時期については出土遺物から，富岡町上郡Ａ遺跡３号

木炭窯跡では９世紀以降，いわき市駒込遺跡３号土坑では近世以降とされている。

溝 跡

朴�Ｃ遺跡では４条の溝跡を確認した。３号溝跡については，検出面からの深さが最大１．８ｍ，

断面形状は「Ｖ」字状に掘削されている形態的特徴から，古代以降の区画溝の可能性を考えてい

る。この溝跡の部分を西端として，仮に溝跡が直線状に東へ延長していたとすると，溝の北側へ舌

状に延びた尾根が丘陵から切り離され，一見して尾根上が館跡のようにも見える。溝によって区画

された北側尾根の平坦面幅は，東西長約３０ｍ，南北長約６０ｍを測る。 （阿 部）
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ａａ

ｂｂ

１ 調査区全景 ａ 調査区遠景１（南東から）
ｂ 調査区遠景２（北東から）
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ａａ

ｃｃ

ｄｄ

２ 基本土層，２・４・５・７号木炭窯跡 ａ 基本土層１（南から）
ｂ 基本土層２（北西から）
ｃ ２・４・５・７号木炭窯跡全景（西から）
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ｂｂ

ａａ ｃｃ

ｅｅ

ｄｄ ｆｆ

３ １号木炭窯跡 ａ 全景（南西から） ｂ Ａ～Ｉ面土層１（北東から）
ｃ Ａ面土層２（北東から）

ｄ 作業場全景（南西から） ｅ 焚口全景（南西から）
ｆ Ａ面検出状況（南西から）
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ａａ ｂｂ

ｃｃ

ｄｄ

４ ２号木炭窯跡 ａ 全景１（南西から） ｂ 全景２（北東から）
ｃ 土層１（南西から）
ｄ 土層２（北東から）

第３編 朴�Ｃ遺跡

１３６



ａａ ｂｂ

ｃｃ

ｄｄ

５ ２・４号木炭窯跡 ａ ２・４号木炭窯跡全景（西上空から） ｂ ４号木炭窯跡全景（北東から）
ｃ ４号木炭窯跡土層（北東から）
ｄ ４号木炭窯跡焚口全景（北東から）
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ａａ

ｃｃ

ｄｄ

６ ３号木炭窯跡 ａ 全景・作業場土層（南西から）
ｂ 土層１（南西から）
ｃ 土層２（北東から）
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ａａ ｂｂ

ｃｃ ｄｄ

７ ５・７号木炭窯跡（１） ａ ５・７号木炭窯跡全景１（西上空から） ｂ ５・７号木炭窯跡全景２（南西から）
ｃ ５号木炭窯跡全景（東から） ｄ ７号木炭窯跡全景（北東から）
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ａａ

ｃｃ

ｄｄ

８ ５・７号木炭窯跡（２） ａ ５・７号木炭窯跡全景（南西から）
ｂ 作業場土層１（南西から）
ｃ 作業場土層２（南西から）
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ａａ ｂｂ

ｃｃ ｄｄ

ｅｅ

ｆｆ ｇｇ

９ ５・７号木炭窯跡（３） ａ ５号木炭窯跡土層１（北東から） ｂ ５号木炭窯跡土層２（西から）
ｃ ５号木炭窯跡煙出土層（南から） ｄ ５号木炭窯跡焚口土層（南西から）
ｅ ７号木炭窯跡土層（南西から）
ｆ ７号木炭窯跡Ｐ１土層（南東から） ｇ ７号木炭窯跡作業場土層（北東から）
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ａａ

ｂｂ

ｃｃ

ｄｄ ｅｅ

１０ ８号木炭窯跡，１・２号土坑 ａ ８号木炭窯跡全景（南西から）
ｂ ８号木炭窯跡土層１（西から）
ｃ ８号木炭窯跡土層２（南東から）
ｄ １号土坑土層（南西から） ｅ ２号土坑全景（南から）
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ａａ ｂｂ

ｃｃ ｄｄ

ｅｅ ｆｆ

ｇｇ ｈｈ

１１ ４～７号土坑，１・２・４号溝跡 ａ ４号土坑全景（南西から） ｂ ６号土坑土層（南東から）
ｃ ５号土坑全景（南西から） ｄ ５号土坑土層（南東から）
ｅ ７号土坑土層１（南東から） ｆ ７号土坑土層２（南西から）
ｇ １・２号溝跡全景（南東から） ｈ ４号溝跡土層（西から）
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１２ 出土遺物
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